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といわれている。大蔵省を去って実業界に転じてからも郷家との親交は続

き、後年誠之助を王子製紙取締役に推薦するなど実業家としての関係も深

かった。『人間郷誠之助』は渋沢の子息の談として「自分の亡い後は郷男

によろしくお頼みしたい、これが私の遺言である」という渋沢の言葉を伝

えている（p184）。 

エピソード 

 郷には16歳のころから将来を誓い合った１歳年下の許婚者がいた。しか

し明治16年（1883）彼女は親代わりの叔父に別の縁談を強いられ、故郷の

九州に帰されてしまう。悲観した娘は郷に別れの手紙を送った後、服毒自

殺を遂げた。郷の東大在学時のことである。以後、郷は終生正式な結婚を

せず、末弟を養子として家督を相続させた（ただし内妻はいて、実子も 

あった）。 

 郷は留学中、陸軍軍医としてやはりドイツに留学していた森鷗外と出会っ

ている。鷗外はその「独逸日記」明治18年12月24日の記事で、３歳年少の

郷について「快濶の少年にて、好みて撞球技を為す」と書いている。留

学中このように打ち込んだだけあって、郷は撞球（ビリヤード）の名手

だった。帰国当時は国内では敵なしの日本一の腕前だったと自認している。 

キーワード 

財界世話業 『男爵郷誠之助君伝』の記述をもとに松浦正孝が要約した

定義によれば、「一分野・一業界に止まらず経済界全体にまたがるような

事業の整理・調停・合併等の斡旋に、公的利益の見地から携わる経済界の

大御所」（『財界の政治経済史』p8）を指す。個々の人物については「財

界世話役」ともいう。渋沢栄一は最初にして最大の財界世話役であり、そ

の系譜に和田豊治、井上準之助、郷、そして池田成彬などが連なる。 

番町会 大正期から郷の番町の私邸で月１回開かれていた親睦会で、メ

ンバーは後藤圀彦、河合良成、永野護ら主に若手の財界人10人、小林中、

正力松太郎らも準メンバーとして参加していた。このグループの一部が昭

和９年（1934）当時一大疑獄事件として騒がれた帝人事件（本書「武藤山

治」参照）で逮捕されたことで社会の注目を集めることになった。なお、



66 

 

帝人事件は後に裁判で逮捕者全員に無罪の判決が下された。 

神奈川との関わり 

 県内の箱根・宮ノ下、藤沢・鵠沼、鎌倉・小町、葉山・堀内に別荘を所

有していた。関東大震災時は箱根の別荘に滞在していたが、強震により別

荘が倒壊、崩れた梁
はり

に体をはさまれた状態で４時間後に救出されたものの、

全身に傷を負った。 

 

§文献案内 

著作 

 郷は生前、経済政策に関する意見書や随筆集などを刊行しているが、そ

れらは現在一般には入手しがたいものとなっている。国立国会図書館の目

録などから主なものを次に挙げておく。 

『財界随想』郷誠之助著 慶応書房 1939〈未所蔵〉 

『財界我観』郷誠之助著 慶応書房 1941〈未所蔵〉 

社史 

 郷は多くの会社の経営に関わったが、財界世話業的な立場での関与だっ

たため、社史として彼の事績を詳述しているものは多くはない。主なもの

は次のとおりである。 

『王子製紙社史２』成田潔英著 王子製紙社史編纂所 1957〈Y、K〉 

  全４巻と附録篇から成る。著者成田潔英は王子製紙に勤務後、「紙の博物

館」館長などを務めた。この第２巻第４篇「日露戦争前後時代」に、経営危機

に陥った王子製紙が明治35年（1902）７月、経営陣を刷新した際、郷が取締役

の一人として加わったことが記述されている。同社はその後北海道に苫小牧工

場を建設し経営再建に成功するが、明治44年（1911）10月、重役間の対立から

全役員辞任の事態となり、このとき郷も退任した。 

『東京株式取引所五十年史』 東京株式取引所 1928〈Y、K〉 

  第２章「本所の沿革」及び第９章「役員・所員」の記述で、郷が明治44年

（1911）12月に理事長に就任し、大正13年（1924）11月にその職を辞任したこ

とがわかる。郷個人の働きには言及されていないが、この間に第一次世界大戦
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後の恐慌（大正９年）や関東大震災（大正12年）があり、株式取引所としての

対応に郷が腐心したことがうかがわれる。 

『東京電燈株式会社開業五十年史』 東京電燈 1936〈K〉 

取締役会長・郷誠之助の序文、口絵に「現重役」として郷と社長・小林一三

の肖像あり。「編纂に当って」には、当時東京帝国大学明治新聞雑誌文庫嘱託

だった宮武外骨への次の謝辞がある。「特に宮武外骨氏には本史の全般に亙っ

て厳密なる校閲をお願ひ致しました」。「第四期 統制時代（昭和元年より同

十年迄）」の記述では、昭和初期の業績の低下の後、社業を一新、10ヵ年の受

難期を克服して昭和10年（1935）に更生を迎えたとされている。 

『東京電燈株式会社史』 東京電燈株式会社史編纂委員会 1956〈Y、K〉 

  序文は第10代社長・小林一三が寄稿。前掲の『東京電燈株式会社開業五十年

史』を圧縮して「前編 五十年間略史」とする。「本編 国家管理時代」は昭

和11年（1936）から電力の国家統制により同17年３月に解散するまでを記述し

ている。 

伝記文献 

『人間郷誠之助』野田礼史著 後藤圀彦校閲 今日の問題社 1939〈K〉 

  郷の生前に刊行された伝記。著者の経歴等は不明であるが、原稿を後藤圀彦

に持ち込み、校閲を依頼した上、出版に至ったものである。後藤によれば著者

は郷とは一度も面談していないが、新聞雑誌に掲載された郷の談話や関係者へ

の取材から本書をまとめたという。結果として郷の談話聞き書き風な部分が多

く、「郷の接触した人物」「郷の処世訓」「郷の実業実践訓」などの章では郷

の人物観や人生観がうかがえる。 

『男爵郷誠之助君伝』 郷男爵記念会 1943〈Y、K〉 

 郷の没後に池田成彬を会長として財団法人郷男爵記念会が組織され、その事

業の一環として編纂された伝記。編纂には後藤圀彦を代表とする男爵郷誠之助

伝記編纂所が当たり、昭和17年（1942）８月から１年余をかけて執筆、850頁を

超える浩瀚な伝記を同18年11月に刊行した。郷の伝記の定本といえるもので、

本稿の記述もこの本に多くを負っている。郷は生前、昭和15年に後藤の勧めで

「男爵郷誠之助自伝」という口述筆記を行っていた。この「自伝」は完成に至
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らず刊行もされなかったが、その内容は本書に生かされている。なお、池田成

彬は三井合名理事、日銀総裁、第１次近衛内閣の蔵相兼商工相などを歴任した

財界の重鎮である。後藤圀彦は当時、京成電気軌道（現・京成電鉄）社長、若

い頃から郷の知遇を得、郷を身近に知る財界人だった。 

「郷誠之助」『財界人思想全集４ 財界人の技術観』吉田光邦編集・解説 

 ダイヤモンド社 1969 p131-150〈Y〉 

『極道』小島直記著 毎日新聞社 1971〈Y〉 

郷誠之助を主人公とする長編伝記小説。郷の生誕から入山採炭社長就任まで

の青年時代を描く。 

「東京株式取引所 株式近代化に尽力した郷誠之助」『日本の「創造力」 

８ 消費時代の開幕』 日本放送出版協会 1992 p289-302〈Y〉 

『財界の政治経済史 井上準之助・郷誠之助・池田成彬の時代』 

松浦正孝著 東京大学出版会 2002〈Y〉 

「財界」をキーワードとして戦前日本の政治経済史をとらえようとする学術

研究書。「第２章 『財界世話業』の群像」「第５章 財界と外交」で郷誠之

助への言及が多い。「第１章 暴かれた財界権力」では帝人事件を紹介、考察

している。 

 

¶参考文献 

『経済団体連合会前史』 経済団体連合 1962〈Y、K〉 

『京成電鉄五十五年史』京成電鉄社史編纂委員会編 京成電鉄 1967 

〈Y、K〉 

「第10章 昭和10年前後 ３ 後藤社長就任、本多会長逝く」「第12章 太平

洋戦争と私鉄 ５ 後藤社長の死とその人柄」に後藤圀彦についての記述あり。 

『帝人事件 三十年目の証言』河合良成著 講談社 1970〈Y〉 

『日本工業倶楽部五十年史』 日本工業倶楽部 1972〈Y、K〉 

『印籠と根付』東京国立博物館編 二玄社 2000〈Y〉 

  郷コレクションの根付を図版で紹介している。 

＜関誠二＞ 
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紡績王から政治家、新聞人に転身した 

リベラリスト 

武藤
む と う

 山
さん

治
じ

（1867－1934） 

鐘淵紡績 

 

§人物データファイル 

出生 

慶応３年３月１日（1867）、父佐久間国三郎、母たねの長男として尾張

国海部郡（現・愛知県愛西市）に生まれる。生家佐久間家は美濃国の豪農

であり、代々庄屋を勤めたほどの旧家であった。父国三郎は学究肌で博覧

強記の人物で、山治が生まれた折に論語を読んでいたため、名をそこから

取ったといわれている。 

山治は米国留学から帰った明治20年（1887）、一族中の武藤家を継いで

改姓した。 

生い立ち 

山治の母たねは晩年、幼尐期の山治を変わったところのある尐年だった

と述懐している。父親が来客と議論しているのを障子の陰から熱心に聞い

ていたり、父親が政治演説会へ行くのにいつも同行したりしたという。 

明治14年（1881）14歳で上京し慶應義塾へ入学、福沢諭吉から直接薫陶

を受ける。演説を会得したいとの思いが、当時演説館のあった慶應義塾入

学の動機であった。同17年卒。 

「水の流れと人の身の行く末ほど分らないものはありませぬ」で始まる

自变伝『私の身の上話』には、「子供の頃文学者になりたい」と思ってい

た、とある。父国三郎も、山治をケンブリッジ大学に入れ学問をさせよう

と考えていた。ところが明治14年からの物価暴落により当時の農村経済が

惨状を極め、敷地内に礼拝堂や図書室を持つほどの豪農であった佐久間家

もその波を避けることができず、山治が文学を学ぶべく英国留学のために

蓄えていた費用も消えてしまう。     

『私の身の上話』 
より 
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山治は18歳の明治18年（1885）、わずかの金を懐に米国へ渡ることと 

なった。苦学生としての渡米である。当初はサンフランシスコで煙草の見

習工から始め、その後パシフィック大学にてそこの食堂給仕をしながら学

ぶこととなった。住み込みで働きながら昼は学校へ通うという「スクー

ル・ボーイ」として苦学した経験と、そこで触れた米国の文化は、彼の人

間形成と進路に大きな影響を与えることになる。 

実業家以前 

明治20年（1887）帰朝、武藤は出資者を得て銀座で新聞広告取扱所を創

設する。米国留学での経験からヒントを得たこの事業は、短期間に相当の

成功を収めたという。日本における広告取次業の嚆矢であった。同時に博

文雑誌社を開始。古い新聞・雑誌から興味ある記事を切り抜き、それに２、

３の新しい記事を加えて編集出版するという着想の新しさから、これも意

外な成功を見せた。この仕事の傍ら『米国移住論』を執筆し、丸善書舗か

ら発行している。このなかで武藤は、米国に移民会社を設立すべきである

と強く主張している。 

同じ明治20年、横浜ジャパンガゼット新聞社に翻訳記者として入社する。

当時殆ど政府反対派としての立場を貫いていたこの外字新聞において、武

藤は政治運動に携わっていった。 

明治21年（1888）ドイツ人貿易商の経営するイリス商会に通訳として入

り、明治25年（1892）まで勤務。翌26年に三井銀行に採用され、当時の銀

行大改革の気運に触れる。明治27年、実質の経営を三井銀行の中上川
な か み が わ

彦次

郎に託されていた鐘淵
かねがふち

紡績（鐘紡）への転勤を命ぜられ、新設兵庫工場

支配人に抜擢された。27歳の時である。武藤が一生の大半を費やすことと

なった鐘紡時代の幕開けであった。 

実業家時代 

武藤は『私の身の上話』においてこう語っている。「当時我国の紡績業

は誠に幼稚なもので、紡績技術の専門家などはなく紡績術に関する原書が

一冊農商務省にあつたばかりといふような、俗に言ふ手探りで仕事をした

時代であります」 
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鐘淵紡績の前身は明治19年（1886）創立の東京綿商社であるが、経営の

失敗で三井家に出資を仰ぎ、同22年に改称することとなった。三井関係事

業の１つとして整理されたわけである。鐘淵紡績が当時の関西の貿易会社

の人々から「三井の道楽工場」「紡績大学校」とあだ名され嘲笑を受けて

いたのは、このためである。 

武藤による鐘淵紡績の再建は、兵庫工場建設の任から始まった。武藤は

昼夜を問わずこの任に力を注ぎ、初めの４、５年は１年365日一日も休ま

ず働き通したという。 

ところがこの鐘紡兵庫工場の経営は、ことに初期の運営においてトラブ

ルの連続であった。『武藤山治の実像と業績』において植松忠博は、武藤

が主に４つの困難に見舞われたとし、次のようにまとめている。先ずは、

芝浦製作所に発注した蒸気機関の完成が約半年も遅れたために、日清戦争

時の好況期の操業に遅れそうになったこと。次いで職工の新規採用をめ 

ぐって、関西の紡績会社が加盟していた中央綿糸紡績業同盟会の各社との

間に激しい紛争を引き起こしたこと。また明治33年（1900）の義和団事件

（北清事変）にともなって発生した金融恐慌の際には、事業資金の不足を

きたして経営危機にみまわれたこと。更には明治34年（1901）10月に中上

川が急逝したため、三井が工業投資を縮小し、自己保有の鐘紡株を売却し

た際に、鐘紡株が相場師・鈴木久五郎の手にわたって、一時は武藤自身も

総支配人辞職に追い込まれたこと（いわゆる鈴
すず

久
きゅう

事件である）。 

殊に明治33年の義和団事件（北清事変）は日本の財界に一大騒動を起こ

すこととなるが、武藤もここで大変な苦しみを嘗め、後に振り返りこの期

間を自らの受難時代と呼んでいる。 

財政の立て直しに奮闘する傍ら、武藤は製品の改良とその宣伝に尽力す

る。この時期に武藤の採った宣伝の手法は、大変独創的なものであった。

例えば人々に鐘紡糸の優秀性を示すため、鐘紡糸を入れた瀟洒な見本箱を

全国問屋に発送し、実際に業者に触れてもらった。また、全国の織屋に向

け「鐘紡製糸鐘印懸賞試験に関する規定」を発表し、他社製品との優务を

比較させた。その実験結果を集め、直ちに全国に向けて鐘紡糸の優秀であ
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ることを発表してみせた。これらは業界に綿糸の真の値打ちを理解させ、

鐘紡の糸の優位性を広く知らしめるために採った方法である。 

更に武藤は、新聞紙上に鐘紡の広告を大々的に出していく。当時紡績会

社が新聞紙上に広告を載せるなど異例のことであった。広告記事のみでな

く、明治36年（1903）７月13日からの「時事新報」紙上に、「鐘紡の英

断！過度なる操業時間の短縮」という記事を載せ、大量宣伝を開始した。

自社の改革を新聞で広報したのである。武藤はこうして、独特の手法で鐘

紡の名とその製品とを世に打ち出していった。 

業績は次第に上がり、そこに日露戦争による収益増が重なったこともあ

り、事業に安定が見られるようになった。これを機に武藤は従業員の福利

厚生の充実に着手する。明治35年（1902）に乳児保育所が、明治38年

（1905）にはドイツの製鋼会社の職工に関する施設をモデルにして「鐘紡

共済組合」が設立された。ここには退職金、傷病・死亡保険、妊娠中から

産後までの様々な保証が盛り込まれ、後に多くの企業がこれに追随するよ

うな模範となる組合制度となった。 

武藤の改革は続いた。米国の会社の方策に刺激を受け、「注意箱」の設

置と社内報『鐘紡の気笛』の発行を開始した。前者は、会社のために有益

な改革案を出した者に賞金を与えることを謳ったシステムである。 

また社内報の発行は、多くの職員を使う鐘紡にとって有益な伝達・教育

手段として働き、後には女工向けの『女子の友』の発行をも見ることと 

なった。前者は下意上達、後者は上意下達の制度として、バランス良く機

能した。これらの制度に見られる方針こそは、鐘紡の「温情主義」「家族

主義」と呼ばれる武藤の経営方針の一大特徴であった。  

『私の身の上話』で自身を「非常に研究心が強く何をやってもじっとし

て現状で満足して居れぬ一種の性癖があります」と述べている武藤は、生

涯自らの仕事の改良工夫に努め続けた人物であった。明治35年（1902）工

場内に織布試験工場を設置し、ここでいち早く様々な研究を重ねさせた。

これによる大きな成果が、蚕の発酵素で強力な精練剤を作った「ムター

ゼ」と、人絹（レーヨン）よりも上質とされた「鐘紡更生絹糸」の発見で
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ある。これらは当時、鐘紡研究所における二大発見と呼ばれていた。武藤

は工場経営者として発明の芽生えを最大限保護し、育てていく姿勢を通し

た。 

明治39年（1906）の鈴久事件により一度は辞職に追い込まれた武藤が再

び鐘紡に迎え入れられたのは、明治41年（1908）のことであった。復帰し

た武藤は経済界に大きな話題となる業績を残す。民間会社として初めての

外資導入を英断したのである。それは当時の日本において破天荒なことで

あり、全国の新聞は一斉にこの問題を取り上げた。 

武藤の手腕により鐘紡は経済界に不動の地位を占めることになり、大正

の初めには紡績41社中の資本の半ばを占める、四大紡績の一つへと成長す

る。その業績は英国勢力を駆逐する勢いであった。 

大正10年（1921）54歳で鐘淵紡績取締役社長に就任。昭和５年（1930）

社長を辞任し、そのまま相談役に就任する。 

政治との関わり 

弟・時三郎が日露戦争に出征し、二○三高地にて戦死した。その遺族扶

助料が余りに尐額なのに驚いたことから、困窮する多くの戦死者遺族救済

のために熱心な軍人優遇運動を展開する。これにより社会主義者の注意人

物とされ、憲兵に尾行されることもあったという。各所へ働きかけるもな

かなか進展が見られず、とうとう事務所を設け法の立案に向けての動きを

とった。漸く大正６年（1917）７月20日、「軍事救護法」発布。これが 

きっかけで武藤は、政治的立場の必要性を痛感する。 

また中国関税引き上げ反対運動に加わり、大日本実業組合連合会を組織

して委員長に就任、営業税反対運動を展開するなど、次第に政治運動への

関与を深めていった。大正12年（1923）には他の組合を糾合して同志を募

り、実業同志会（後の國民同志会）を結成、その会長に就任した。その翌

年の大正13年（1924）には衆議院議員選挙に打って出る。この選挙で大阪

より最高点当選、実業同志会は８議席を得た。武藤はその独自の雄弁でし

ばしば議会の焦点となっている。その後昭和５年（1930）まで、計４回の

選挙を戦う。しかし理想の強い武藤への同調者は次第に減り、議員の数を
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減らしていくこととなった。 

武藤はこれを通じ、国民の政治意識を高めるべき政治教育の必要性を強

く感じ、昭和７年（1932）政界を引退すると同時に社団法人國民會館を創

設する。 

社会・文化貢献 

昭和７年（1932年）私財を投入して社団法人國民會館を設立（現会長は

山治の孫・武藤治太）。国民の政治教育を目的とするさまざまな事業は、

現在に至るまで続いている。 

古美術収集家としての顔を持ち、横山大観、英一蝶
はなぶさいっちょう

、仏教美術（古写

経、仏画、仏像）、与謝蕪村、尾形光琳、尾形乾山
けんざん

などを好んで収集した。

中でも大阪市立美術館（天王寺）にある武藤コレクションは有名である。

向井潤吉、伊藤慶之助など若い芸術家を後援する一方で与謝蕪村に傾倒、

蕪村研究の嚆矢ともなる『蕪村画集』を著している。蕪村最高傑作ともい

われる「夜色
やしょく

楼台
ろうだい

雪
ゆき

万家図
ば ん か の ず

」も、武藤が所蔵していた。 

大正13年(1924)、ブラジル・パラ州の知事から日本政府に、移民による

開拓の要請があった。これを受け鐘紡は昭和３年（1928）南米拓殖株式会

社という移民推進会社を作り、ブラジル移民を進める。アマゾン川流域の

トメアスという村に、最初の家族約200人が入植した。多くの困難の末、

この地で胡椒が根付き大きな成功を収めるにいたった。トメアス文化協会

の玄関には武藤の胸像が飾られている。 

晩年 

昭和７年（1932）、65歳で恩師福沢諭吉の創った時事新報社の経営を引

き受ける。社は当時経営の危機に瀕していた。その紙上において武藤は当

時の政財界の腐敗を突いていく。昭和９年（1934）の「番町会を暴く」 

キャンペーンである。 

 この帝人事件★から間もない昭和９年（1934）３月９日、路上で暴漢の

狙撃を受け翌日死去。享年67歳。犯行の動機は尾
お

久
ぐ

火葬場施設計画に関す

る個人的反感ではないかと見られたが、その場で自殺したため真相は謎の

ままである。余りに衝撃的な武藤の最期であった。 
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武藤山治は、兵庫県神戸市の舞子石谷山に眠る。 

 

関係人物 

 福沢諭吉 啓蒙思想家、教育者、学者、著述家、「時事新報」創刊・

発行者、慶應義塾創設者。山治は尐年時代、著書『西洋事情』を入口に福

沢の思想に傾倒していき、父国三郎の推薦で慶應義塾に進学、福沢の教え

を受けることとなる。その思想は終生、山治の指針となった。 

中上川彦次郎 実業家。福沢諭吉の甥にあたる。時事新報社社長、山陽

鉄道創設時社長などを経て明治24年（1891）、福沢の要請を受け経営再建

のため三井銀行並びに三井財閥の経営を担う。更に王子製紙、鐘淵紡績、

芝浦製作所などを傘下に置き三井財閥の工業化を進めた。その推薦により

武藤は明治26年（1893）三井銀行入社、翌年に当時の鐘淵兵庫分工場の支

配人に着任する。中上川は武藤にとって、実業家としての出発点に重要な

存在となった。学卒者はほぼ慶應出身者のみを採用し、藤山雷太や武藤ら

有能な人材を育てた。明治34年（1901）47歳の若さで突然病死。 

鈴木久五郎 株式相場師。通称鈴久。日露戦争中の株売買を契機に巨万

の富を築き、成金と呼ばれる。昭和37年（1904）鐘紡の実質上の親会社で

ある三井銀行が鐘紡株を手放したことにより、鈴木がその大半を買い占め

武藤の経営を窮地に陥れることとなったが、その後の株価暴落により全財

産を失った。 

美濃部達吉 憲法学者、政治家。大正デモクラシーにおける代表的理論

家として活躍する。武藤が日露戦争を経て軍事救護法の制定に動くに当た

り法案の作成を依頼。わずか２週間で書き上げられ、大正３年（1914）12

月の議会に提出された。 

エピソード 

武藤が設置した「注意函」は、当初の３ヵ月で計74通を数えた。中には

無意味な内容や苦情もあったが、実際に採用された改善提案も尐なくはな

い。例えば「消耗品請求上の手続きを省略する」提案は、熊本工場の一男

工から出されたものである。この「注意函」を武藤は、時事新報社でも設
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置した。 

武藤は、社長室の壁に「朝日」「東京日日（毎日）」「読売」「時事新

報」の４社の紙面を貼り、毎朝幹部を集めて記事の優务を比較し合ったと

いう。また、論説「思ふまま」を、自ら筆を執り毎刊に署名記事で連載し

た。毎日の執筆は不可能だという周囲からの声があったが、政治、外交な

どの時事問題から教育、芸術分野、果ては人生訓など、取り上げる内容は

多岐にわたりそれらを分かりやすく綴り、読者ファンを増やしていった。 

このようにして武藤は、生涯に8000ページを超える著書をものした。ま

た、政治経済の書物や英国の詩人キングズリーの詩やミルトンの翻訳など、

翻訳家としての才も持つ。 

キーワード 

帝人事件  昭和９年（1934）に起こった帝人株をめぐる大疑獄事件。

帝国人造絹絲株式会社（帝人）の系列であった鈴木商店が恐慌で倒産した

ため、その株式22万株が台湾銀行の担保となった。元鈴木商店の金子直吉

が鳩山一郎文部大臣や「番町会」に働きかけ11万株を買い戻すが、これと

同時に帝人が増資を決定したため株価は大きく値上がり、株買受に関わっ

た人々は大きな利益を受けた。この帝人株をめぐる贈収賄疑惑について武

藤は昭和９年１月、「時事新報」に「番町界を暴く」と宣言した告発記事

を掲載、筆誅を加えた。これが政財界に大きな波紋を呼び、武藤の死後、

黒田英雄大蔵次官ら６名が収賄、三土
み つ ち

忠造
ちゅうぞう

鉄道大臣が偽証罪、高木復
なお

亨
みち

帝人社長ら９名が背任・贈賄で計16名が起訴された。これにより政府批判

が高まり、同年７月に斎藤実
まこと

内閣は総辞職となる。ところが３年後の昭

和12年（1937）の判決では贈収賄に関しその事実がないとし、全員無罪と

なった。 

番町会の一員であった河合良成は昭和45年（1970）、『帝人事件 三十

年目の証言』を著し、身の潔白を主張している。 

神奈川との関わり 

晩年の武藤は鎌倉郡大船町（現・鎌倉市）に住んでいた。東京への通勤

のため北鎌倉駅へ向かう昭和９年（1934）３月９日朝、武藤は路上で凶弾
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に倒れる。 

 

§文献案内 

著作 

『蕪村画集』武藤山治編 審美書院 1922〈未所蔵〉 

『武藤山治百話』武藤山治著 大日本雄弁会講談社 1933〈Y〉 

『私の身の上話』武藤山治著 武藤金太 1934〈K〉 

これは武藤が雑誌『公民講座』に執筆し『婦人と生活』にも連載されたもの

を、昭和９年（1934）不慮の凶弾に倒れたため、急遽編纂して追悼記念のため

に非売品として上梓された。 

『武藤山治全集』全８巻・増補 武藤山治著 新潮社 1963～1966 

〈Y、K〉 

『紡績大合同論』『政治一新論』『実業読本』『思うまま』等の膨大な量の

原稿を全集としてまとめている。初著『米國移住論』は第１巻に収録。 

社史 

『鐘紡製糸四十年史』鐘紡四十年史編纂委員会 鐘淵紡績 1965〈K〉 

『鐘紡防府工場五十年史』 鐘紡防府工場五十年史編集委員会 1985〈K〉 

『鐘紡百年史』鐘紡株式会社社史編纂室 鐘紡 1988〈Y、K〉 

  昭和62年（1978）に創立百周年を迎えた記念事業の一環として発行された。

『鐘紡製紙四十年史』が「創業時代」から「再建時代」に至るまでを章立てし

ているのに比し、『百年史』では武藤の足跡が「武藤山治時代（明治二十七年

～昭和五年）」として独立してまとめられている。 

伝記文献 

『武藤山治傳 武藤絲治傳』筒井芳太郎著 東洋書館 1957〈Y、K〉 

『武藤山治（一業一人伝）』有竹修二著 時事通信社 1962〈Y、K〉 

『武藤山治』入交好脩著 吉川弘文館 1964〈Y、K〉 

『武藤山治の経営革新（国民会館叢書９）』桑原哲也著 国民会館 1994 

〈Y〉 

 



78 

 

『武藤山治の思想と実践（国民会館叢書８）』植松忠博著 国民会館 

 1994〈Y〉 

『武藤山治の実像と業績（国民会館叢書38）』武藤治太、矢沢永一、植松

忠博共著 国民会館 2001〈Y〉 

『武藤山治と時事新報（国民会館叢書53）』松田尚士著 国民会館 2004 

〈Y〉 

『武藤山治と芸術（国民会館叢書65）』武藤治太著 国民会館 2006〈Y〉 

『武藤山治の足跡（国民会館叢書70）』武藤治太著 国民会館 2007〈Y〉 

『武藤山治の先見性（国民会館叢書80）』武藤治太著 国民会館 2008〈Y〉 

『政治を改革する男 鐘紡の武藤山治（国民会館叢書82）』松田尚士著 

 国民会館 2009〈Y〉 

『武藤千世子の生涯と武藤絲治鐘紡社長誕生の経緯（国民会館叢書88）』 

松田尚士著 国民会館 2011〈Y〉 

なお、正確な伝記ではないが、武藤を主人公とする戯曲に下記の２篇が

ある。 

「北東の風」「千万人と雖も我行かん」『久板栄二郎戯曲集』久板栄二郎

著 テアトロ 1972 p72-138、p139-205〈Y〉 

 

¶参考文献 

『アマゾンの歌 日本人の記録』角田房子著 毎日新聞社 1967〈Y〉 

ブラジルへの移民事業にまつわる苦闘と成功の物語を描いた小説である。こ

れをもとにフジテレビが「アマゾンの歌」というドラマを製作した（1979年10

月放映）。第１回移民の一人である主人公の山田義一役を仲代達矢が、武藤山

治役を滝沢修が演じている。 

『帝人事件 三十三年目の証言』河合良成著 講談社 1970〈Y〉 

『わたしの合繊回想録』佐藤渉著 出版文化社 1990〈K〉 

  昭和21年（1946）鐘紡に入社し三大合繊（ポリエステル、ナイロン、アクリ

ル）全ての事業化に取り組み昭和59年（1984）にはカネボウ化成株式会社社長、

その後相談役となった氏による、鐘紡技術者としての自分史である。 
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『カネボウの興亡 日本近代経営史の光と影』武藤治太、松田尚士共著 

国民会館（新風書房発売） 2010〈K〉 

＜多田由紀江＞ 

 

 
コラム 実業家の伝記小説① 

 

2011年は安田財閥の基礎をつくり、銀行王、金融王などと呼ばれた安田

善次郎の没後90年にあたる。そのためだろうか、前年の2010年に安田の伝

記小説が相次いで出版された。 

まず、７月に文藝春秋より渡辺房男著『儲けすぎた男』が、続いて11月

には、月刊文庫「文蔵」に連載していたものをまとめた、江上剛著『成り

上がり』がＰＨＰ研究所から出版された。意外なことに安田の伝記小説は

ほとんど無く、この２冊は実業家の伝記小説において収穫であろう。 

 伝記小説作家といえば、小島直記、城山三郎、邦光史郎などの名を挙げ

ることができる。彼らは歴史上の人物を多く取り上げているが、実業家の

伝記小説も残している。伝記と伝記小説はもちろん別のものであるが、史

実を基にして、その人物の足跡をたどるという点では同じである。歩んだ

人生をより鮮明に伝えるため、小説という形を採っているのである。ここ

では、そんな伝記小説を紹介しよう。 

 小島直記には15巻を数える「伝記文学全集」があり、小林一三、益田

孝、石橋正二郎など、多数の実業家を描いている。中でも余程気に入った

のか、電力の鬼と呼ばれた松永安左エ門については、何度も伝記を書いて

いる。『まかり通る 電力の鬼・松永安左エ門』（毎日新聞社 1973）、

『松永安左エ門の生涯』（「松永安左エ門伝」刊行会 1980）、『晩節の

光景 松永安左エ門の生涯』（図書出版社 1990）という具合である。 

 城山三郎には、森コンツェルンの創始者である森矗
のぶ

昶
てる

を主人公にした

『男たちの好日』（日本経済新聞社 1981）や渋沢栄一を描いた『雄気

堂々 上・下』（新潮社 1972）、またダイエーの中内㓛の生涯を著した

『価格破壊』（光文社 1979）などがある。 
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世界の「味の素」の創業者 

鈴木
す ず き

 三郎
さぶろう

助
すけ

(２代)（1868－1931） 
味の素 

 

 

§人物データファイル 

出生 

 慶応３年12月27日（1868）相模国三浦郡堀内村（現・神奈川県三浦郡葉

山町）に、父初代鈴木三郎助、母ナカの長男として生まれる。幼名泰助。

弟忠治
ちゅうじ

、ほかに早世した妹があった。父初代三郎助は、穀物や酒類の小売

のかたわら日用品の販売も行い、質商も兼ねる「滝屋」を営んでいた。勤

勉で、進取の気性と商才に富んだ人物であった。 

生い立ち 

明治８年（1875）12月に父が亡くなると、泰助は幼くして家督を相続す

る。明治10年（1877）、相州藤沢の豪農三觜
みつはし

八郎右衛門が陽明学者小笠原

東陽を招いて開塾した耕余塾に入る。明治13年（1880）、浦賀の米穀商・

加藤小兵衛商店に奉公に出され、４年間商業の見習いをする。主人に人柄

や才能を認められ信頼された。 

実業家以前 

明治17年（1884）家業を継いで２代目三郎助（以下、三郎助と表記）を

襲名、明治20年（1887）呉服商・辻井繁七の次女テルと結婚する。順調 

だった三郎助の商売も資金繰りに行き詰まり、一攫千金を夢見て米相場に

のめり込んで財産を失う。家計の足しにと、海水浴の流行による避暑客相

手に間貸しを始めた母ナカは、客である大日本製薬技師の村田春齢から、

葉山の海岸で豊富な「かじめ」を焼いてヨードを造ることを勧められ、明

治21年（1888）秋、嫁のテルとともに試行錯誤の末、ヨード製造に成功す

る。明治23年（1890）長男三郎の誕生後、大きな投機に失敗した三郎助は

相場から足を洗い、本格的なヨード事業経営に取りかかる。 

『鈴木三郎助伝』 

より 
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実業家時代 

ヨード事業は順調で、ヨードカリなどの二次製品製造まで拡大、明治26

年（1893）葉山に工場を新設、「鈴木製薬所」の看板を掲げた。弟忠治も

勤めを辞め、家業になったヨード事業に参加、技術担当として工場を管理

する。三郎助は、営業担当・工場全体の統括という役割分担ができる。日

清戦争期には硝石製造にも進出、明治34年（1901）東京出張所開設、明治

37年（1904）同業者の棚橋寅五郎の東京麻布の工場を譲り受け東京工場兼

事務所とし、翌年に逗子工場を設置、その翌年に千葉県館山と三重にヨー

ド工場設置、と事業を拡大していく。明治39年（1906）関東沃度同業組合

が結成されると初代組合長に推された。明治40年（1907）日露戦争後のヨー

ド業界の不況を打開するため、大蔵省主導で鈴木製薬所を含む関東大手業

者３社を統合して日本化学工業株式会社が設立されると、三郎助は専務取

締役に就任したが、事業拡大に意欲的な三郎助は、他の経営陣と意見が合

わなかった。同年、統合から切り離していた葉山工場を母体にして合資会

社鈴木製薬所を設立する。 

昆布の「うま味」を研究していた東京帝国大学教授・池田菊
きく

苗
なえ

は、明治

41年（1908）７月「グルタミン酸塩を主要成分とせる調味料製造法」の特

許（第14805号）を取得、三郎助に事業化を持ちかける。 

三郎助は、池田が「味精」と呼ぶその調味料に興味を持つが、新しい商

品が消費者に受け入れられるものか、慎重に調べ（料理店へ試用依頼、各

界の名士を招いての試食会など）、食通の作家・村井弦
げん

斎
さい

の高評価もあり、

９月29日、特許を共有、新調味料の工業化を決める。弟忠治が技術製造面、

息子三郎が販売面を担当した。10月、日本化学工業の麻布工場の実験室を

借り、製造実験開始。大量生産のため、原料は小麦粉になる。名前も「味

精」では「酒精（アルコール）」等と似ており薬品を連想させるというこ

とから、「味の素」となった（明治42年（1909）12月24日に商標登録）。

いわゆる「美人印商標」（東京新富町の芸者をモデルに描いた、割烹着に

「味の素」の字を配したもの）は、明治41年（1908）11月17日に商標登録

され、昭和48年（1973）まで使用された。三郎助は、安全性の問題に配慮
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して、内務省の東京衛生試験所に味の素の無害評価試験を依頼し、無害証

明をうけている。 

明治41年（1908）12月、逗子工場で味の素の本格製造が開始されるが、

大変な困難が伴った。３ヵ月後、最初の味の素が出来上がるが、未知の新

商品ゆえ、思うようには売れなかった。三郎助、三郎を中心に市場開拓、

販売ルート整備、販売促進や、広告宣伝（味の素初の新聞広告掲載は、明

治42年５月26日「東京朝日新聞」）に苦心する。 

三郎助は、明治43年（1910）７月に日本化学工業株式会社の専務を辞任、

同社の株式を売却しその資金を味の素事業に充てる。明治45年（1912）４

月、合資会社鈴木商店を設立、形式的に三郎助の個人事業であった味の素

の製造・販売と合資会社鈴木製薬所の仕事だった製薬事業を、名実ともに

一本化する。 

味の素は小麦粉を原料とするため大量に副産される澱粉が経営上の難題

だったが、綿布の糊付け用として紡績工場に売ることで、製造原価を引き

下げ、高価だった味の素の値下げにつなげる。 

大正期に入り、味の素の売れ行きが伸びると、逗子工場では生産の限界

となり、また、製造上多量の塩酸を使うために発生する塩酸ガスや、澱粉

の廃液といった公害問題もあり、大正３年（1914）９月、川崎に大型の工

場を設置し、大量生産体制をつくる。この時、塩酸法から硫酸法へ製法を

転換したが失敗、三郎助は躊躇することなく硫酸法の設備を一切破棄し塩

酸法への再転換を決意する。川崎工場での塩酸法による味の素の製造開始

は翌年４月、同時に逗子工場は閉鎖された。 

第一次世界大戦期の化学薬品事業発展の機会を逃さず、三郎助は、鈴木

商店の事業を拡大させた。味の素事業にも成立の見通しがついたと判断し

た三郎助は、大正６年（1917）６月、経営規模拡大を図って、株式会社鈴

木商店を設立する。また、この時期に電気化学工業にも進出した。 

大正９年（1920）三郎助は株式投機に失敗、会社の存続が危ぶまれる事

態となったが、切り抜ける。その後、鈴木商店を味の素事業を中心に堅実

主義の方針で再建していく。1910年代半ば頃から「味の素の原料は蛇であ
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る」というデマが広がり、売上げに悪影響を及ぼすに至って、大正11年

(1922)、“「味の素」は断じて蛇を原料とせず”という声明を各新聞紙上

に発表する。味の素の売上げが増大し始めた頃、期限切れを迎えることと

なっていた特許についても、御木本真珠に次ぐケースとして大正12年

（1923）７月25日、６ヵ年延長が許可された。同年、関東大震災では、川

崎工場や東京・京橋の本社社屋に甚大な被害を被ったが、三郎助は自宅を

復興計画本部にし、迅速な復興を指揮した。大正14年（1925）12月、株式

会社鈴木商店を設立、合資会社鈴木商店および従来の株式会社鈴木商店の

事業を継承する。海外での販路拡張も推進していく。 

大正15年（1926）三郎助は、調味料発明の実施者として、豊田佐吉、御

木本幸吉とともに帝国発明協会より功労賞を受けている。昭和２年

（1927）味の素は宮内省御用達となった。 

社会・文化貢献 

 三郎助は、関東大震災時、川崎工場から小麦粉3,500袋を放出させ、東

京市芝区や川崎工場付近の３ヵ町村に無料で配布させるなど救護に尽力し、

感謝状を受けている。 

 また、三浦郡教育会や葉山の小学校等のために寄付を行い、郷土の教育

のために貢献した。 

晩年 

昭和４年（1929）４月、初のアジア市場視察、その後各地で開かれた味

の素発売20周年記念祝賀会に出席、翌年は東信電気の諸工場視察や得意先

訪問など、晩年の三郎助は国内外をかけめぐって活動した。20周年を機に

本店ビルの建築を決意し、定礎式は昭和５年（1930）４月に行われたが、

完成を待たず、三郎助は自邸の棟上げ式の３日後、昭和６年（1931）３月

29日に死去した。享年63歳。鈴木家の墓所、葉山光徳寺に眠る。 

 

関係人物 

池田菊苗 化学者。帝国大学理科大学助教授在職中の明治32年（1899）

にドイツ留学、後、ロンドンに尐時滞在、夏目漱石と交流があった。明治
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34年（1901）帰国後、東京帝国大学教授に就任、日本に物理化学の学問領

域を導入し、化学業界における理論研究の開拓者・指導者として足跡を残

す一方、実用的な応用研究にも関心を持つ。昆布のうま味の研究で、４つ

の基本味である甘・酸・鹹・苦のほかに「うま味」があり、その本体がア

ミノ酸の一種、グルタミン酸であり、グルタミン酸ナトリウムにすると、

うま味が強くなることを発見、これを調味料として工業化することを模索

する。特許取得後、当時化学薬品工業界で著名であった三郎助に事業化を

依頼。これが新たな調味料「味の素」として商品化された。池田は、大正

６年（1917）、財団法人理化学研究所設立に参加、化学部長となる。 

武藤山
さん

治
じ

 実業家。副産される澱粉を紡績会社に売ろうとなった際、明

治44年（1911）、三郎助と三郎は鐘淵紡績社専務の武藤山治を訪ねている。

武藤が興味を示し、検討が進められ、鐘淵紡績社は鈴木商店の澱粉を採用

することを決定した。武藤とはその後も親密な関係が続いた。 

森矗
のぶ

昶
てる

 実業家。三郎助は、味の素の事業と並んで、発電から一貫する

電気化学工業会社として東信電気株式会社の事業も手がけている。東信電

気は、塩素酸カリ製造のための安価な電力入手を目的に、大正６年

（1917）８月に設立した電力会社である。発電所建設では森矗昶が活躍し

ている。遡って明治44年（1911）、三郎助は、千葉館山にあった工場を総

房水産へ譲渡しているが、その時の会談の相手が森であった。第一次世界

大戦後の恐慌で行き詰まった総房水産の森が、三郎助に助けを求め、大正

８年（1919）、東信電気が総房水産を合併、森も東信電気に移っていた。

森は、三郎助の配慮で大正15年（1926）日本沃土株式会社を設立した。三

郎助は、森の進言で昭和３年（1928）昭和肥料株式会社を設立、森が専務

に就任した。三郎助死去の際、親のように慕っていた森は、あたりかまわ

ず号泣したという。昭和肥料が初の国産硫安を生産したのは、三郎助死去

直後の４月３日のことだった。森コンツェルンの日本電気工業（前身が日

本沃土）と昭和肥料が合併して昭和14年（1939）昭和電工ができる。 

エピソード 

ヨード事業の草創期、横浜の薬種問屋友田嘉兵衛が、販売や資金面で鈴
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木家に助力したが、三郎助はその恩義を忘れず、次女のトミ、三女のトモ、

五女寿
とし

の名前の「ト」はいずれも友田の「ト」の字を頂いたものだという。 

また、子煩悩な三郎助は、娘を結婚させても手放すことを嫌った。長女

ヒサの伴侶百太郎、次女の伴侶六郎を婿養子にした（後に本家、忠治家と

共に鈴木四家を形成、同族会の有力なメンバーとなった）。 

神奈川との関わり 

 生まれも育ちも神奈川。味の素の生産も神奈川で始まった。現在、川崎

事業所がある「鈴木町」は、昭和12年（1937）味の素の創業者・鈴木三郎

助にちなみ町名変更された。また、京浜急行大師線の駅名も昭和19年

（1944）に「味の素前」から「鈴木町」になっている。 

 

§文献案内 

著作 

まとまった単行書等は確認できない。 

「私の生ひ立と事跡」鈴木三郎助手記 『鈴木三郎助伝』故鈴木三郎助君

伝記編纂会 1932 第２編p1-5〈Y、Yかな、K〉 

社史 

『味の素沿革史』味の素株式会社内味の素沿革史編纂会編 味の素 1951 

〈Y、Yかな、K〉 

『味の素の５０年』味の素編 味の素 1960〈Y、Yかな、K〉 

『味の素株式会社社史１』味の素株式会社社史編纂室編 味の素 1971 

 〈Y、Yかな、K〉 

戦前編（社史１）と戦後編（社史２）の２分冊。昭和44年（1969）春、「味

の素」発売60周年にちなんで企画された。三郎助の事跡については、「第１章 

鈴木家と化学工業」「第２章 「味の素」の工業化」「第３章 「味の素」の

販路拡大と経営の波瀾」に詳しい。先行の『味の素沿革史』、『味の素50年史

稿』（非公刊）とは「まったく異なった角度、すなわち“経営史”的視点に 

立って…企業の主体的活動を中心に記述することを基本方針とし」（「編纂を

ふりかえって」より）ている。 
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『味をたがやす 味の素八十年史』味の素株式会社編纂 味の素 1990 

 〈Yかな、K〉 

『味の素グループの百年』味の素株式会社編 味の素 2009〈K〉 

創業100周年事業の一環として発刊された。三郎助の事跡については、「序 

生産開始への道」「第１章 創業と模索」「第２章 試練の克服」に詳しい。

なお、「正史」としての本資料のほか、「従業員版」（日本語・英語）「海外

小冊子」「ＷＥＢサイト」「社史の小部屋（味の素イントラサイト）」を作成

したとあり。 

伝記文献 

『鈴木三郎助伝』 故鈴木三郎助君伝記編纂会 1932〈Y、Yかな、K〉 

三郎助の死去の翌年に刊行された。三郎助の足跡、談話、逸話、池田菊苗ほ

か関係者の追悼文、趣味に関する追懐などが掲載されている。 

「鈴木三郎助」『日本実業家列傳』木村毅著 実業之日本社 1953 

 p443-457〈K〉 

『鈴木三郎助傳 森矗昶傳（日本財界人物伝全集18）』石川悌次郎著 

 東洋書館 1954〈Yかな〉 

「「はたらき」一家の総師 鈴木三郎助」道面豊信[語り] 『事業はこう

して生れた 創業者を語る』２版 実業之日本社 1956 p111-132〈Y〉 

「Case５ マーケティング活動の先駆者 森永太一郎と鈴木三郎助 ５-Ｂ 

鈴木三郎助 味の素の創業者」『ケースブック日本の企業家活動』法政

大学産業情報センター、宇田川勝編 有斐閣 1999 p110-120〈K〉 

「第２章 長瀬富郎と二代鈴木三郎助 国産新製品の創製とマーケティン

グ 三 二代鈴木三郎助と「味の素」」佐々木聡著 『日本の企業家群

像』佐々木聡編 丸善 2001 p53-66〈K〉 

 

¶参考文献 

「味の素グループの百年」味の素ＫＫ 

http://www.ajinomoto.co.jp/company/history/story/index.html 

（参照2011-11-14） 
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「京浜急行大師線 鈴木町駅 かわさき区の宝物シート」川崎区役所区民

協働推進部地域振興課まちづくり推進係 

 http://www.city.kawasaki.jp/61/61kusei/kigyoshimin/pdf/5-9.pdf 

（参照2011-11-14） 

＜矢島薫＞ 

 

 

 

 

コラム 鈴木家の女たち 

 

 「味の素」は、鈴木三郎助（２代）の母ナカや嫁のテルがいなければ、

この世に生まれなかったかもしれない。村橋勝子氏の『カイシャ意外史 

社史が語る仰天創業記』（日本経済新聞出版社 2008）に、「味の素－母

と嫁とは同志の仲」として、味の素を製造する以前の鈴木家における女性

の活躍が紹介されている。夫を早くに亡くし、幼い子供らを育てながら、

残された店を懸命に守ったナカ。三郎助がやっと家業を継いだかと思え

ば、米相場で財産を失い、生活費にも困るようになった。ナカは、危機に

瀕した家業を尐しでも挽回させるため、カジメがヨードの原料になると教

わって、自ら選んだ嫁テル（三郎助の弟忠治の嫁は、テルの妹だが、これ

もナカによる）とともに、ヨード製造を決意する。専門家からの教示があ

ったとはいえ、素人の身での挑戦はどれほどの苦労があったろうか。ヨー

ド事業が本格的に始まると、ナカは、誰よりも早く起き、率先して働い

た。人づかいもうまかった。村橋氏は「スーパーウーマン」と評してい

る。嫁テルも、娘の行く末を案じた実家から「帰ってきたらいい」と諭さ

れた際、「たとえ乞食におちぶれても里方へ戻る気はありません」と断っ

たという。 

こういう女性たちの懸命さが、三郎助をヨード事業へ向かわせ、鈴木家

を救ったといえるだろう。 
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日本の電力王 

福沢
ふくざわ

 桃
もも

介
すけ

（1868－1938） 

 大同電力ほか 

 

 

§人物データファイル 

出生 

 慶応４年６月25日（1868）武蔵国横見郡荒子村（現・埼玉県比企郡吉見

町荒子）に、岩崎紀一の次男として生まれる。岩崎本家は旧家で一族には

資産家もいた。母サダは分家し、婿養子の紀一と結婚。家業は貧しい農家。 

生い立ち 

 母は農業のほか荒物屋で生計を支えたが、父は代々名主を務めた家の出

で、学問はあったものの風流人で農業には向かず、岩崎本家が出資者の一

人であった第八十五国立銀行の書記を一時務め経済的余裕ができたが、長

続きしなかった。子沢山の生活は貧しく「１億円の金持ちになる」を心に

刻む。幼少の頃から神童と呼ばれ、兄は小学校を終えると丁稚に出たが、

桃介は川越の中学に進学。さらに親類知人の援助で、明治16年（1883）慶

應義塾に入学した。 

実業家以前 

 在学中の学力優秀と人目を引く行動や美少年ぶりに、福沢諭吉とその家

族に次女・房
ふさ

の夫として着目され養子を打診される。当初は断ったが、夢

であった海外留学が実現できるということで明治20年（1887）入籍（後に

分家）し、直後米国へ留学。ニューヨーク州のイーストマン・ビジネスカ

レッジを４ヵ月で卒業し、先進国の実学を現場で学びたいとペンシルヴェ

ニア鉄道に入り実務見習いとなる。諭吉の知遇を得て、全線フリーパスの

支給や技術・経営関係書類の全面的な開示などの特別待遇の研修を受ける。

また物怖じしない性格から、米国視察に来た政財界の要人の観光案内や接

待も厭わず、日・米の人的ネットワークを築く。岩崎久弥、松方幸次郎、

『福澤桃介翁傳』 

より 



福沢桃介 89 

 

星亨らとも親交を深める。 

 明治22年（1889）帰国。すぐに房と結婚し北海道炭鉱鉄道に破格の待遇

で就職。社長が堀基
ほりもとい

から高島嘉右衛門に代わって、占いに頼った経営に

なり解雇されるが、すぐに井上角五郎
か く ご ろ う

に交代したため復職。しかし、外地

への石炭販売のため購入した英国籍の運搬船上で喀血し、辞職した。結核

療養中、先の見えない療養生活の費用を稼ぐために始めた株式相場で財を

成す。 

結核回復後31歳で、松永安左エ門を仲間に、諭吉の出資も得て丸三商会

を設立。米国の商社と枕木の輸出が纏まりかけた時、東京興信所の「信用

絶無・資産僅少」の判定から資金繰りが閉ざされる。判定の原因究明と資

金繰りに奔走するが、丸三商会は２年で閉鎖。信用調査で相場師と判定さ

れ、岳父諭吉からは「目玉が飛び出るほどの御叱りを受けた」。この時の

身内や慶應義塾の先輩友人らの厳しい対応は、これまでの人生観に鋭い反

省と覚悟、そして反発心を促す大きな挫折であった。この時２度目の喀血。 

明治34年（1901）北海道炭鉱鉄道に再び入社。日本初の英国からの外資

導入を手掛けるなど有能な社員として５年間働く。北海道炭鉱鉄道を辞し

た後、日露戦争による株式暴落の最中、北炭株等を売り素早い手仕舞いで

巨万の財を得る。「飛
ひ

将軍」「株成金」の綽名がつく。 

30歳から約10年の間に、利根川水力電気設立、王子製紙取締役、丸三麦

酒買収、帝国人造肥料設立、広滝水力電気の大株主、東京地下電気鉄道発

起出願、瀬戸鉱山設立、日清紡績設立、豊橋電気大株主・取締役、高松電

気軌道設立発起人などに関わる。また、諭吉のお供や結核療養予後のため

全国各地を巡ったことが、後年の発電開発に繋がる。 

実業家時代 

 相場の世界から、事業に転換を決意。明治41年（1908）松永安左エ門の

誘いで、福
ふく

博
はく

電気軌道（後に、博多電燈・広滝水力電気・九州電気と合併

し九州電灯鉄道になり東邦電力に繋がる）を設立、社長に就任。松永の働

きにより短期間で軌道敷設が実現し、その経営手腕から名古屋電燈の経営

のテコ入れを依頼される。明治43年（1910）大株主となり経営に参画する
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困難さや職人的な技能に頼る仕立物屋の将来性に対する疑問などから、仕

立物業を足袋専業に改め、徒弟制度を廃止し賃金制度とするなど経営の近

代化に取り組む。明治から大正に改元した年（1912）には九州地域で最初

となる自動車を購入し、町の中を走らせて足袋の宣伝を行うという、当時

としては先進的な広告手法も取り入れている。 

大正３年（1914）、商標（ブランド名）を「志まやたび」から「アサヒ足

袋」に変更し、それまで品種と文数でまちまちだった足袋の値段を１足 20

銭均一で売り出し、先行する大手の足袋会社と肩を並べるほどに成長させ

る。さらに第一次世界大戦勃発による物価高騰を予見した、生地・糸など

の原料の事前大量仕入により利益を上げ、大正７年（1918）には兄の２代

目徳次郎を社長、正二郎を専務取締役として、「日本足袋株式会社」を設立。

株式会社組織とすることで事業基盤を固め、大正 12年（1923）には「縫い

付け式」を改良して実用新案を取った「貼り付け式ゴム底足袋」（アサヒ地

下足袋）の発売と「布製ゴム靴」（ズック靴）製造を開始。草鞋
わ ら じ

や下駄に替

わる履物としての地下足袋の創製やゴム靴の量産など、独創的な経営で事

業を拡大し、ついに足袋の四大メーカーの１つとなるまでに発展させてい

く。 

正二郎は往時を「私は一生をかけ実業をやる決心をした。そして、やる

以上は、なんとしても全国的に発展する事業で、世のためになることをし

たいと夢を描いていた」（『私の歩み』ｐ23）とふり返っている。 

実業家時代 

地下足袋およびゴム靴の量産・量販体制を確立しつつあった昭和３年

（1928）頃、正二郎は、欧米諸国のゴム工業における主力は自動車タイヤ

であり、将来の日本もそうなるであろうと、自動車タイヤの国産化を決心

する。当時、日本の自動車の保有台数は５万台内外で、日本で使用される

自動車タイヤのほとんどは欧米からの高価な輸入品か、外国資本の国内工

場で生産されるものであった。純国産タイヤの安価販売は日本の自動車発

展に貢献できると考え、さらに、企業の力で輸入防止・輸出振興の国策に

貢献したいと願う使命感と、自分の手で新しい産業を開拓したいと志す 
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宮内庁長官の田島道
みち

治
じ

の紹介を得て、元帝国銀行会長の万代
まんだい

順四郎に相談

役を頼んだ。井深が社長となってからは、会長に就任し、草創期のソニー

を支えた。また、万代の人脈により、経団連会長を務めた財界人の石坂泰

三、首相を務めた石橋湛山
たんざん

らが株主となった。 

 盛田昭夫 井深の終生のパートナー。井深とともにソニーを世界企業に

育て上げた。井深の技術的発想を実現させるため、技術者出身でありなが

ら経営に徹していた。資金調達に最大の能力を発揮していた。愛知県名古

屋市出身。生家は造り酒屋。大阪帝国大学理学部物理学科卒業。 

エピソード 

早稲田時代、アマチュア無線で知り合った島茂雄（のちソニーの専務）

に勧められ科学部に入部。部長は山本忠
ただ

興
おき

教授（日本の十大発明家の一

人）で、教授の長男とは幼稚園時代の友人だったこともあり、可愛がって

もらっていた。またこの頃、親類の人に勧められて富士見町教会（日本キ

リスト教会）の信者となり、山本教授も同じ協会の信者であったことから、

日曜学校の教師を務めるなどクリスチャンとして熱心に奉仕活動を行って

いた。 

東京通信工業株式会社設立趣意書は、「真面目ナル技術者ノ技能ヲ、最

高度ニ発揮セシムベキ自由闊達ニシテ愉快ナル理想工場ノ建設」「日本再

建、文化向上ニ対スル技術面、生産面ヨリ活発ナル活動」「国民科学知識

ノ実際的啓蒙活動」等、企業精神のあり方の理想の一つとして有名である。 

 評論家の大宅壮一は『週刊朝日』の昭和33年（1958）8月17日号の連載

記事「日本の企業」に東芝を取り上げ、「トランジスタでは、ソニーが 

トップメーカーであったが、現在ではここでも東芝がトップに立

ち、・・・ソニーは東芝のためにモルモット的役割を果たしたことにな

る」（『ＧＥＮＲＹＵ 源流』ｐ111）と書いた。これに対し、最初は憤

慨した井深ではあったが、モルモットを開拓者、先駆者に置き換えて、モ

ルモットによって日本の産業が発展し、ひいては消費者が便利を享受でき

ればそれでよいと語ったという。この時、本田宗一郎は「金をふんだんに

持っている大企業が万能であるという考え方は、一世紀前のマルクス主義
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と同じ考え方・・・」と自分のことのように怒ってくれたそうである。 

モルモット論争後、井深が藍綬
らんじゅ

褒章
ほうしょう

を受章した時、全社員からお祝い

の記念にと金張りの「モルモット像」が送られた。井深は、それを大変喜

んで、机の上に飾っていたそうである。そして今も、このモルモット像は、

ソニースピリットの象徴として、ソニー歴史資料館に展示されている。 

神奈川との関わり 

 昭和35年（1960）厚木に工場設立。昭和36年（1961）横浜市保土ヶ谷に

中央研究所を創設。昭和49年（1974）に、厚木に湘北短期大学を、学校法

人ソニー学園理事の井深大が設立した。 

 

§文献案内 

著作 

 幼児教育に力を入れていた井深の著作には、母親に向けた著作が多い。

著作の中から主なものを挙げた。 

『井深大のお母さんへの贈りもの』井深大著 幼児開発協会 1983〈Y〉 

  身ごもったお母さんが、よい子を育てるためのよいママであるためには、何

を考え、何をすべきか―。をまとめた絵本仕立ての本である。 

『胎児から』井深大著 徳間書店 1992〈Y〉 

  胎児のうちからの子育てこそが人間の「心」を育てる。母と子の「心のきず

な」をつくることがいかに大切であるかを説いた本である。 

『幼稚園では遅すぎる』井深大著 サンマーク出版 2003〈未所蔵〉 

『創造への旅』井深大著 佼成出版社 1985〈K〉 

  自らが著した自变伝。一章から三章は、年を追っての自分史である。四章は、

科学する心と教育の原点とあり、教育に関する考えが記述されている。 

『わが友本田宗一郎（井深大の本１）』井深大著 小林峻一、井深亮編 

 ワック 2004〈K〉 

30数年間におよぶ２人の交友は昭和30年頃に始まった。雑誌で何度か対談を

したもの、また、本田の没後、井深が卖行本や雑誌に本田のことを書いたもの

から主要なものを収録した本である。両天才のチャレンジ精神が垣間見える。 
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社史 

『源流』ソニー株式会社編 ＳＯＮＹ 1986〈K〉 

  ソニー創立40周年記念誌。社内報『タイムズ』に連載されていた“源流”を

ベースに、ソニーの誕生からトリニトロン開発までのエピソードを綴ったもの

で、井深の伝記でもある。巻末には、年表、統計、歴代役員、来社したお客さ

ま、ヒットモデルと広告の変遷、国内・海外事業所一覧が記載されている。 

『ＧＥＮＲＹＵ 源流』ソニー株式会社編 ＳＯＮＹ 1996〈Y、K〉 

  ソニー創立50周年記念誌。第一部は、既刊の40周年記念誌『源流』に若干の

訂正、修正を加えて、会社創業以前から1960年代までをほぼ時系列で記述した

もので、井深の伝記でもある。第二部は、1960年代から1996年までを、14のテ

ーマごとにまとめたもの。 

『ソニー自变伝』ソニー広報部編 ワック 2001〈K〉 

ユニークな商品の誕生秘話とともに、前向きな常に新しく消費者に便利なも

のをという会社精神にあふれたソニーが読み取れる。巻末には、井深の東京通

信工業株式会社設立趣意書が掲載されている。 

伝記文献 

『創造の人生 井深大』 中川靖造著 ダイヤモンド社 1988〈K〉 

『井深大の世界』井深大語り 小島徹著 毎日新聞社 1993〈K〉 

『世界のソニーを創った井深大・発想の原点』輪辻潔、森野リンゴ共編著 

三心堂出版社 1997〈K〉 

  本文と参考文献引用の二重構成で、井深とソニーのことをまとめた本である。

巻末に、井深大略歴、ソニーの歩み、東京通信工業設立趣意書から会社創立の

目的・経営方針が掲載されている。 

『本田宗一郎と井深大』板谷敏弘、益田茂編著 朝日新聞社 2002〈Y、K〉 

  江戸東京博物館開館10周年記念「本田宗一郎と井深大 ― 夢と創造」展の公

式本。写真が豊富にあり、戦後日本の時代を生き抜いた二人の姿がよく描かれ

ている。巻末には、二人の年譜、本田の社是、井深の「東京通信工業株式会社

（仮称）設立趣意書」がある。 

『ソニーを創った男井深大』小林峻一著 ワック 2002〈Y〉 
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 コラム 実業家と美術館（４） 

 

ポーラ美術館は、箱根仙石原にある。平成14年（2002）９月にオープン

したが、自然環境破壊が問われて地元の反対運動などがあったため、その

美術館構想から完成まで、実に10数年の歳月がかかっている。当初計画し

ていた建物の設計を変更し、「箱根の自然と美術の共生」をコンセプト

に、建物を地上２階地下３階の低層設計とし、森に溶け込むような形の設

計となっている。 

この美術館は、ポーラが平成８年に財団法人ポーラ美術振興財団を設立

して創ったものである。コレクションは、ポーラ・オルビスグループの２

代目オーナーである鈴木常司（1930-2000）が収集したものであり、総数

は9500点あまり。その美術品は国際級と言われており、モネ、ルノワー

ル、ピカソなど、名だたる画家の作品が収集されている。約400点の西洋

絵画をはじめとして、日本画、版画、彫刻、東洋陶磁、ガラス工芸などバ

ラエティに富んだ美術品は、行く度に変わる。都会の美術館で人ごみの

中、疲れながら美術品を鑑賞するのと異なり、来館している人が決して少

ないわけではないのに、ゆったりと美術品を鑑賞することができることか

ら、リピーターも多い。 



244 

 

ミスターヌードル 

安藤
あんどう

 百
もも

福
ふく

（1910－2007） 

      日清食品 

 

 

§人物データファイル 

出生 

 明治43年（1910）３月５日、日本統治時代の台湾の台南県東石郡朴子街

に生まれる。兄が２人、妹が１人の４人兄弟である。 

生い立ち 

 百福の父は相当な資産家だった。しかし、幼いうちに両親を亡くした百

福は、台湾で織物を扱う呉服屋を営む祖父母の元で、商家らしく商売や家

事などを手伝うよう厳しく育てられた。14歳で高等小学校を卒業すると、

祖父の仕事を手伝い、商売の機微を肌で学ぶ形となった。 

20歳頃、高等小学校時代に書生として世話になっていた人から勧められ、

街に初めてできた図書館の司書となった。ここで多くの書物を拾い読みし、

知識を吸収した。百福の学歴や当時の状況からすると好条件の司書という

仕事であったが、活気のある商家で育った百福にとって静謐な図書館は性

に合わず、２年で辞することとなった。 

実業家以前 

 百福が初めに事業を起こし独立したのは、昭和７年（1932）22歳の時で

あった。台北市永楽町に資本金19万円の「東洋莫大小（メリヤス）」とい

う会社を設立し、日本内地から製品を仕入れて台湾で販売した。「誰も 

やっていない新しいことをやりたい」と、繊維業界の動きを調べるうちに、

大発展する可能性のあったメリヤスに注目。編み物のメリヤスを扱う仕事

であれば、織物業を営む祖父と競合しないという配慮もあった。創業資金

は祖父が管理していた父の遺産を役立てた。この事業は大当たりし、翌年

には大阪に進出している。 

日清食品 
株式会社提供 



安藤百福 245 

 

事業が軌道にのってくると、これからの時代は学問を修めていないと肩

身が狭いと思うようになり、立命館大学専門学部経済科（夜学）に入学。

社員も増え、社長として出張等も多く、満足に通える状況ではなかったが、

大阪進出の翌年、昭和９年（1934）に24歳で修了している。 

その後百福は次々といろいろな事業に手を染めた。第二次世界大戦で繊

維の貿易業務は継続できなくなったものの、戦時下でも幻灯機や軍用機用

エンジン部品やバラック住宅の製造、炭焼きなど次々に事業を起こす。そ

の時軍用機エンジン工場で資材横領のあらぬ疑いをかけられ、拘束・拷問

を受けるなどの事件もあった。 

終戦直後は、土地が安く手放されていたため、久原房之助のアドバイス

により、大阪の中心街心斎橋ほか御堂筋や大阪駅前など相当の土地を手に

入れている。また、戦後も製塩所や専門学校開設などを手掛け、この頃に

後の日清食品となる中交総社（途中サンシー殖産に商号変更）も設立して

いる。同時に「国民栄養科学研究所」を設立、栄養食品の研究を始めてお

り、後の日清食品での開発に役立つことになる。 

しかし、製塩所の若者に渡していた小遣いへの源泉徴収を怠っていたと

して脱税容疑がかかり、製塩所や自宅は立ち退き処分、百福自身は巣鴨の

東京拘置所に収監されてしまう。この処分を不当とした百福は、取り消し

を求めて逆に税務当局を提訴。弁護団を組織した法廷闘争は２年に及んだ

が、残された家族を思い、訴えを取り下げて即時釈放となった。 

やり手の事業家、資産家として名が通っていた百福は釈放後の昭和26年

（1951）11月、請われて大阪で新設された信用組合の理事長に就任する。

しかしこれが破綻、百福は理事長として責任をとり、大阪池田の自宅を残

してすべての財産を失ってしまった。 

実業家時代 

 無一文になってしまった百福の頭に浮かんだのは戦後窮乏の時代に見た

ラーメンの屋台の風景であった。家庭でお湯があればすぐ食べられるラー

メンを開発しようとしたのである。自宅の裏庭に研究用の小屋を建て、手

探りの状態で研究を始めた。昭和32年（1957）百福47歳であった。おいし
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くて飽きがこなく、保存性があり、調理に手間がかからず、安く衛生的と

いうのが目標の味付即席麺である。長期保存に耐えるように麺を乾燥させ

るのに用いた瞬間油熱乾燥法は、妻が調理していた天ぷらから思いついた

というのは有名な話である。１年がかりでチキンラーメン★の完成にこぎ

つけ、１日400食の製品を家族総出で作った。 

試作品を知人に食べてもらい、海外へも送り、百貨店の食品売り場で自

ら試食販売を行い、手ごたえを得た百福は、知人から100万円の借金をし

て古い倉庫を借り、工場に改装、休眠していた「サンシー殖産」で１日

1200ケース生産でスタートを切った。当初問屋では今一つの反応だったが、

次第に注文が殺到し始め、チキンラーメン発売から４ヵ月後の昭和33年12

月20日、商号を「日清食品」と改めた。「日々清らかに豊かな味を作りた

い」という願いが社名に込められた。 

昭和34年（1959）三菱商事、伊藤忠商事、東京食品が販売の特約代理店

となり、強力な流通組織を得た。また、増産のため高槻本社工場を建設し

た。欧米型流通システムを持つダイエーなどのスーパーがオープンして大

量販売ルートが開ける一方、新しいメディアであるテレビコマーシャルの

利用など、時代の追い風に乗り、創業５年目で年商43億となり、昭和38年

（1963）東京・大阪証券取引所市場第二部に株式上場、昭和46年（1972）

には東京・大阪証券取引所市場第一部に上場した。 

一方、チキンラーメンの評判が上がるにつれ、粗悪な類似品が出回るよ

うになった。昭和36年（1961）チキンラーメンの商標登録が確定し、昭和

37年には「味付乾麺の製法」「即席ラーメンの製造法」が特許登録された。

業界の混乱に対し、食糧庁長官から「業界の協調体制を確立するように」

との勧告があり、昭和39年（1964）64社が参加して「日本ラーメン工業協

会」（現・社団法人日本即席食品工業協会）が設立され、その初代理事長

となり、製法特許権を公開した。また、加工食品で初めて商品に製造年月

日を記載した。 

昭和41年（1966）海外進出を図るため、欧米を視察した。欧米にはどん

ぶりと箸で食べる習慣がなく、カップとフォークで食せるものが必要と痛
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感し、昭和44年（1969）カップヌードル開発に着手。昭和46年（1971）完

成、発売にこぎつけた。カップヌードルが爆発的に売れるきっかけの１つ

となったのは、翌年の「浅間山荘事件」である。厳寒の現地で機動隊員が

湯気の上がるカップヌードルを食べているのがテレビに大写しになったの

である。 

その後、食糧庁長官からの相談を受けて開発、発売した即席米飯の「カッ

プライス」は、原材料のコメが高価なため即席麺との価格競争に勝てず失

敗に終わった。30億円を投じた事業だけに撤退は苦渋の選択であったが、

早めの決断が奏功し、経営に与える影響は尐なかった。 

社会・文化貢献 

昭和23年（1948）、名古屋に中華交通技術専門学院を設立している。仕

事のない若者を集めて奨学金を与え、技術を身につけさせたいと、自動

車・鉄道の知識を総合的に習得できる学院をめざした。この学院は、のち

に名城大学の工学部の一部となっている。 

各種奨学金制度も私費を投じて設立している。 

昭和55年（1980）カンボジア難民救済にインスタントラーメン10万食を

寄贈。平成７年（1995）阪神・淡路大震災では100万食以上の救援活動を

行ったほか、新潟県中越地震、スマトラ沖地震など、災害時の救援活動に

迅速に対応している。 

昭和58年（1983）財団法人日清スポーツ振興財団（現・安藤スポーツ・

食文化振興財団）を設立、全国小学生陸上競技交流大会などを後援し、指

導者の表彰も行ってスポーツ振興に力を注いだ。 

晩年 

昭和60年（1985）経営陣の若返りを図るため、息子の宏基に社長を譲り、

代表取締役会長となった。仕事上一段落した百福は、この前年から日本各

地の郷土料理を巡る旅に出て広告記事として新聞連載した。昭和62年

（1987）には中国大陸へ麺料理の取材に出かけている。 

平成17年（2005）取締役退任、創業者会長（経営執行権のない名誉職）

に就任。退職金全額を安藤スポーツ・食文化振興財団に寄付、その後も毎
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朝誰よりも早く大阪本社に出社し、終業時間まで勤務していた。社長を息

子に譲ってからも、名誉職となっても、気持ちは経営者であり続けたよう

で、宏基との口論も絶えなかった。 

平成19年（2007）年明けも家族と屠蘇を祝い、２日にはゴルフを楽しみ、

４日の年頭の仕事初めも風邪気味ではあったがつつがなく全うしている。

１月５日、急性心筋梗塞のため市立池田病院で死去した。享年96歳。生涯

現役であった。墓は大阪市北区同心町・浄土宗九品寺にある。 

 

関係人物 

田中龍夫 元自由民主党衆議院議員。田中義一元首相の長男。通商産業

大臣、文部大臣を歴任。岸派以来の福田赳夫派の幹部として重きをなした。

百福は、当時総理大臣だった田中義一を紹介され、その子息田中龍夫と親

しくなる。やがて田中龍夫が政界入りしたことで、百福も佐藤栄作、福田

赳夫、小泉純一郎ら歴代宰相の交誼を得ることになった。田中龍夫が山口

県知事選に出馬した際には、百福が資金面でも応援している。 

久原房之助 日立製作所の母体となった日立鉱山をはじめとする久原財

閥を築いた。のちに実業界から転身して田中義一内閣の逓信相に就任した。

田中義一亡きあと、若い田中龍夫の後見人として田中家の面倒を見た。百

福は田中龍夫と連れ立ってよく久原邸に遊びに行き、細かいことによく気

が付く性格が気に入られ、久原房之助にかわいがられた。久原は、百福の

人生の節目節目に相談に応じ、助言をし、支えてくれた人物である。 

安藤宏基 日清食品ホールディングス株式会社代表取締役社長・ＣＥ

Ｏ。百福の次男。慶應義塾大学商学部卒。アメリカ合衆国コロンビア大学

留学などを経て、昭和48年（1973）日清食品に入社。マーケティング部長

時代には「日清焼そばＵ.Ｆ.Ｏ.」「日清のどん兵衛」などといったヒッ

ト商品の開発を手がけた。昭和60年（1985）、37歳の若さで社長に就任。

「打倒カップヌードル」をスローガンに社内活性化に取り組み、ブラン

ド・マネージャー制度による競争構造を導入するなど、大胆な社内改革を

数多く行っている。 
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エピソード 

外国人記者から、「インスタントラーメンは体に良くないのではない

か」という皮肉な質問を受けると、「私は創業以来毎日インスタントラー

メンを食べてきましたが、90歳になってもこんなに健康です」といつも回

答していた。 

運動はもっぱらゴルフを愛し、毎年100回以上のプレーをこなし、それ

は90歳を過ぎても変わらなかった。 

キーワード 

 チキンラーメン インスタントラーメン開発中、鶏をしめるところを見

ていた息子宏基が鶏肉を食べなくなった。しかし、鶏でとったスープで 

ラーメンを出すと喜んで食べたので、スープはチキンで取ることと決め、

開発中、チキンのスープを「チキン」と呼んでいた。それでそのまま商品

名がチキンラーメンとなった。 

神奈川との関わり 

もともと台湾で生まれ育ち、大阪を中心としていた百福は、神奈川と深

いかかわりはない。 

日清食品の横浜工場は、昭和36年（1961）に横浜市戸塚区上柏尾に用地

確保、同39年にわずか７ヵ月の突貫工事で完成している。ここは昭和42年

（1967）までは東京支店も兼ねていた。が、平成８年（1996）に規模が小

さく生産性も低下していたため休止。現在は営業所のほか、低温開発研究

所が置かれている。また、日清食品が100％出資して平成元年（1989）に

設立した、チルド製品の製造販売をする「株式会社明星フレッシュ」が綾

瀬市早川にある。 

昭和55年（1980）には、神奈川県と災害への救援活動に関する協定を締

結している。 

平成23年（2011）９月17日、横浜みなとみらいに「カップヌードルミュー

ジアム（正式名称：安藤百福発明記念館）」をオープンさせている。 
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§文献案内 

著作 

『日本の味探訪 食足世平』安藤百福著 講談社 1985〈未所蔵〉 

『日本の味探訪 食足世平 続』安藤百福著 講談社 1987〈未所蔵〉 

 昭和59年（1984）から足かけ３年にわたり、日本の伝統的な食文化を知り伝

えたいと、百福が日本全国の郷土料理を取材し、広告連載したものの一部。初

巻には巻末に食文化研究の第一人者石毛直道との対談が掲載されている。 

『食の未来を考える 「郷土料理に学ぶ」食と健康フォーラム1986』安藤

百福編 日清食品 1986〈Y〉 

『苦境からの脱出 激変の時代を生きる』安藤百福著 フーディアム・コ

ミュニケーション 1992〈Y、K〉 

 百福の語録と、その言葉を生むきっかけとなったエピソードや解説が書かれ、

時代順に編集されている。自伝文献としても読める。 

社史 

『食足世平 日清食品社史』 日清食品 1992〈Y、K〉 

同社30年史。創業前史として創業者百福の生い立ちから始まり、平成４年

（1992）までの社史が記述されている。百福は常に日清食品とともにあったた

め、要所要所に百福の言動の記載がある。 

『食創為世 40周年記念誌』 日清食品 1998〈Y、K〉 

30年史のダイジェストに、平成年度に入ってからの企業活動が加えられてい

る。 

『日清食品50年史』 日清食品 2008〈Y、K〉 

一見巨大なチキンラーメンに見えるユニークな装丁の社史。外袋を模したビ

ニールの中に、麺を印刷して合わせて凹凸のある箱に入っている。中は、「日

清食品創業者 安藤百福伝」「日清食品50年史 創造と革新の譜」「映像でつ

づる日清食品の50年（ＤＶＤ）」の３点組になっている。「百福伝」が独立し

ているため、「50年史」の冊子には、百福に関する記述は尐なく、現社長宏基

についての記載が増えている。 
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伝記文献 

「安藤百福」『私の創業時代』日経ベンチャー編 日経ＢＰ 1989 

p25-34〈K〉 

『魔法のラーメン発明物語 私の履歴書』安藤百福著 日本経済新聞社 

 2002〈K〉 

 インスタントラーメン開発、日清食品の発展を中心とした平成14年（2002）

までの自伝。巻末に、麺の源流を探る中国への旅の紀行文をまとめた「麺ロー

ドを行く」を収録。 

『日清食品創業者 安藤百福伝』 日清食品 2008〈Y、K〉 

社史欄にあげた『日清食品50年史』の第１分冊。百福の一生が写真、イラス

ト入りでコンパクトにまとめられ、わかりやすい。巻末に年譜あり。 

 

¶参考文献 

『カップヌードルをぶっつぶせ！』安藤宏基著 中央公論新社 2009 〈K〉 

 一代で日清食品という大会社を築き上げた偉大なる百福を父に持った宏基。

父との葛藤を超えて、創業者百福とは一味違う経営論を語る。 

「カップヌードル40年目の最強論」 うれぴあ 創刊号 2011 

 p106-115〈未所蔵〉  

＜小松晶子＞ 
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生活文化企業の大成者 

佐治
さ じ

 敬三
けいぞう

（1919－1999）  

サントリーほか 

 

 

§人物データファイル 

出生 

 大正８年（1919）11月１日、大阪市東区住吉町に、父鳥井信治郎、母ク

ニの次男として生まれる。兄吉太郎とは11歳離れていた。父信治郎は40歳。

彼が創始した「壽屋
ことぶきや

洋酒店」はこの年、人気の甘口赤葡萄酒「赤玉ポー

トワイン」の増産体制に着手している。 

生い立ち 

 大正12年（1923）大阪の郊外、雲雀丘に転居。この年に弟の道夫が生ま

れている。たくましい野生児を育む野外型幼稚園「雲雀丘・家なき幼稚

園」を経て、大阪府立池田師範学校付属小学校に入学。腕白坊主だった半

面虚弱体質で、学校を欠席することも多かった。昭和７年（1932）難関校

の浪速高等学校尋常科に入学。この頃母方の親戚筋の佐治家の養子となり

佐治姓を名乗るが、そのまま鳥井の家で育つ。翌年母クニ死去。次の年

（尋常科３年生）の夏、肺浸潤で倒れ留年。この失意の時期、恩師・佐谷

正との出会いと下村湖人の『次郎物語』を始めとする多数の読書により、

人生の自覚が芽生える。浪速高等学校高等科理科乙類を経て、昭和15年

（1940）父の勧めもあり大阪帝国大学理学部化学科に進学。小谷無二雄門

下でアミノ酸の合成をテーマに研究に没頭する。この年、兄で壽屋取締役

副社長の鳥井吉太郎が死去。昭和17年（1942）大阪帝国大学理学部化学科

を繰り上げ卒業し、海軍技術将校として任官。中国山東省の青島での訓練

を経て、神奈川県大船の第一海軍燃料廠梅村研究室に勤務。燃料・潤滑油

の研究を任務としていた。昭和20年（1945）９月復員し大阪に帰る。 

 

『佐治敬三追想録』 
より 
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実業家時代 

 昭和20年（1945）10月壽屋に入社。翌年２月、後にサントリー生物有機

化学研究所（現・サントリー生命科学財団）へと発展する財団法人食品化

学研究所を設立する。同年４月、新生「トリスウイスキー」発売。昭和24

年（1949）専務取締役に就任。昭和25年（1950）東京池袋の久間瀬巳之
く ま せ み の

助
すけ

の発案により最初のトリスバーを誕生させる。このトリスバーはその後全

国津々浦々に広がっていった。昭和26年（1951）ラジオの民間放送が開設

されると率先して参加。クラシック音楽番組「百万人の音楽」を提供する。

その後も山本安英の語りによる「次郎物語」、テレビの最初の提供番組

「今日と明日のお天気」、昭和34年（1959）には西部劇「ローハイド」の

単独提供と続いていく。この主題歌はその後パーティーでの敬三の十八番

となる。優れた広告を作る重要性を認識していた敬三にとって強力な壽屋

宣伝部の復活は課題のひとつであり、「トリス」や「赤玉」を中心に新聞

広告、雑誌広告を精力的に発していたが、昭和31年（1956）４月にはチェ

ーンバーの顧客向けＰＲ誌『洋酒天国』の創刊号が発行されている。初代

編集長は後の芥川賞作家開高
かいこう

健
たけし

、２代目は山口瞳でのちに直木賞作家と

なった。トリス広告文化時代の幕開けである。昭和33年（1958）には柳原

良平の描くキャラクター「アンクルトリス」がデビュー。十数年にわたっ

てテレビ、新聞、雑誌で活躍し、ウイスキーといえばアンクルトリスと言

われるほどだった。敬三は昭和34年（1959）５月にウィーンで開かれた 

ヨーロッパ国際広告会議に夫妻で出席している。 

 昭和36年（1961）５月末、社長に就任。同年９月にビール事業進出を正

式発表。直ちにビールを造り売るための指針を求めて、自ら数名の技術者

を伴いドイツを中心に欧州のビール銘醸地を軒並み回り、現地で「クリー

ン＆マイルド」なデンマークのビールを導入することを決断。即刻ヨルゲ

ンセン研究所に技術提携の申し入れをしている。昭和37年、販売ルート確

保のため朝日麦酒との提携を共同発表。昭和38年（1963）３月、社名を

「株式会社壽屋」から「サントリー株式会社」に変更し、全てのブランド

を「サントリー」に統一。広報室を設置し企業の情報を社会に広く提供す
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る体制を整えるなど、事業の発展とともに会社組織も様々に改編している。

同年４月「サントリービール」新発売。樽の生への評価は高かったが、熱

処理した瓶ビールは苦戦。１年後の昭和39年、技術陣の努力により生ビー

ルを加熱処理せずそのまま瓶に詰めた「びん生」が誕生。さらに昭和42年

（1967）４月、米国の宇宙開発から生まれた新技術ミクロフィルターの導

入により、家庭向け生ビール市場を切り開く瓶詰め生ビール「純生
じゅんなま

」が

開発・発売された。 

このビール事業に象徴されるように敬三は、父から受け継いだ、新しい

飲酒文化を創造しそれに伴う需要を開発しようとする「やってみなはれ」

精神を一貫して発動し続けており、昭和33年（1958）には本格的ワインと

して「ヘルメス・デリカワイン」を発売。昭和47年には「金曜日はワイン

を買う日」のキャンペーンを試みている。当時の市場のなかでは正に存在

しない需要への挑戦であったが、金曜日という日に着目し、合理的な社会

分析により週休２日と女性の地位向上という時代の流れを巧みに捉えたと

いう点で、マーケティングの分野でも先駆者であった。 

1970年代末から80年代初めになると「超酒類企業への脱皮」を図り、清

涼飲料を初めとする食品事業、世界の酒造会社と提携した洋酒輸入事業、

国内外に展開するレストラン事業、米国のペプコム社の買収や中国でのビー

ル会社の設立、山梨ワイナリーからフランス・ボルドーの「シャトー・ラ

グランジュ」にいたる葡萄園と醸造所の経営、青いバラに代表される新種

花卉の開発など、サントリーグループとしての成長を目指した。またそれ

と並行して、原点というべきウイスキーでも新しいブランドが加わり味の

上でも不断の品質向上が図られている。平成２年（1990）会長に就任。甥

鳥井信一郎が社長に就任した。 

社会・文化貢献 

 サントリーは父信治郎の時代から「利益三分主義」を掲げ、社会・文

化・スポーツなどの分野に活動領域を広げ、組織内で暗黙のうちに共有さ

れる価値観に磨きをかけ内部蓄積してきた。また自らの位置付けを「生活

文化企業」と定め、豊かでゆとりのある生活を実現する企業活動を目指し、
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独自の企業文化を築きあげている。 

昭和36年（1961）創業60周年を記念し「生活の中の美」をコンセプトに

「サントリー美術館」を開設。館長に就任。70周年の昭和44年（1969）鳥

井音楽財団（現・サントリー音楽財団）を設立し理事長就任。財団の活動

の一つ、サントリー音楽賞は、ジャンルを問わず我が国の洋楽の発展に貢

献した日本人に贈られる賞で、岩城宏之、武満
たけみつ

徹
とおる

などが受賞している。

創業80周年の昭和54年（1979）人文科学や社会科学を対象とし、日本と世

界の学術文化の発展への寄与を目的としたサントリー文化財団を設立、理

事長に就任。「地域文化賞」「学芸賞」を創設。役員には梅棹忠夫、開高

健、山崎正和などが就任し、幅広い活動を展開している。昭和61年

（1986）にはヘルベルト・フォン・カラヤンの協力で、ヴィンヤード型ク

ラシック専用ホール「サントリーホール」を開設。館長に就任している。

さらに平成６年（1994）創業90周年記念事業として、大阪にサントリー 

ミュージアム「天保山」を開設（平成22年12月に閉館）。 

昭和45年（1970）大阪・千里丘陵で開幕した「日本万国博覧会」に酒類

業界として唯一単独で出展を決め、これ以後国内で開かれる国際博、地方

博にも積極的に出展し世界企業としての情報を発信していった。これら博

覧会への出展テーマに共通するのは、環境への配慮、自然と人とのかかわ

りを取り上げていたことである。 

各種団体の役職も昭和29年（1954）の大阪青年会議所理事長就任を手始

めに関西経済同友会代表幹事等、数々の監事・理事長・委員長を歴任して

いる。 

晩年 

 社業半分、プライベート半分の生活に入り、余暇には多彩な趣味を楽し

み好きな読書に耽る。平成２年（1990）には念願のヒマラヤ行きを果たし、

高度6000メートルの機上からエベレストを撮影。平成６年（1994）日本経

済新聞社より自伝『へんこつなんこつ』発刊。平成７年（1995）には第１

句集『自然薯』を、平成10年（1998）には第２句集『仙
せん

翁
のう

花
げ

』を発刊して

いる。平成11年（1999）４月、創業100周年記念式典（大坂城ホール）に
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出席し全社員を激励。同年11月３日没。大阪・北御堂にて通夜・密葬。12

月２日サントリーホールで社葬。享年80歳。なお、死去に伴い正三位旭日

大綬章を贈られている。また生前には、文化交流・文化貢献によりポルト

ガル、フランス、ドイツ、オーストリア、メキシコ、イタリア、オランダ

などの各国からもそれぞれの勲章を授与されている。 

 

関係人物 

 鳥井信治郎 サントリーの前身「壽屋」の創始者。明治12年（1979）生。

「日本のウイスキーの父」と呼ばれる。明治32年（1899）大阪で「鳥井商

店」を開業し葡萄酒の製造販売を始める。洋酒の伝統の全くなかった時代

の日本において「外国品に負けない洋酒を、日本の土地に、日本人の手で

育て上げていこう」というパイオニア精神のもと「赤玉ポートワイン」の

創造や国産ウイスキーの製造に情熱を傾けたことが、戦後のサントリー発

展の基礎となったといえる。ウイスキーの天才ブレンダ―としても有名。 

 開高健 昭和５年（1930）大阪生れ。昭和28年（1953）大阪市立大学法

学部卒業。偶然の事情から当時の壽屋宣伝部に入社。イラストレーター柳

原良平と組んでトリスウイスキーの広告を担当し、「トリス時代」の旗手

となった。又、ＰＲ誌『洋酒天国』を興し終刊するまで同誌の編集兼発行

人を務める。昭和32年（1957）『裸の王様』で第38回芥川賞受賞。昭和37

年、社長佐治敬三とヨーロッパ各国のビールを飲み歩き、サントリービー

ル発売前後の広告（コピー）を担当。昭和39年（1964）「株式会社サン・

アド」設立に参加し、取締役となっている。同年末、『週刊朝日』特派記

者として戦乱のベトナムに赴き、九死に一生を得た。その体験は『ベトナ

ム戦記』『輝ける闇』に結実し、昭和43年（1968）『輝ける闇』で毎日出

版文化賞を受賞。熱心な釣師としても知られ、世界中に釣行し、釣りを 

テーマにした作品も多い。平成元年（1989）食道腫瘍に肺炎を併発し58歳

で没。墓所は鎌倉・円覚寺塔中、松嶺院。神奈川県茅ヶ崎市に開高健記念

館が開設されている。 

 山口瞳 大正15年（1940）東京生れ。旧制第一早稲田高等学院中退。昭
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和21年（1946）鎌倉アカデミアに入学。19歳の時から編集者生活に入り、

昭和32年（1957）まで出版ジャーナリズムの中にあって本づくりの機微に

通じる。この間に国学院大学を卒業。昭和33年（1958）開高健の推薦で壽

屋に入社しＰＲ誌『洋酒天国』の編集に当たる。また、新聞・雑誌広告、

テレビコマーシャルの制作にも才腕を振るい、特に浪花節をモチーフとし

たヘルメスジンのコマーシャルなどは「必要悪であったコマーシャルを見

る価値のあるものに高めた」と社会学者をうならせる大ヒット作となった。

「トリスを飲んでハワイに行こう」のキャッチフレーズは当時の流行語と

なる。昭和38年（1963）『江分利満氏の優雅な生活』で第48回直木賞受賞。

昭和39年「株式会社サン・アド」取締役となる。昭和38年（1963）から死

去まで31年間一度も穴をあけることなく『週刊新潮』に連載したコラム

「男性自身」が代表作。山口の著書の表紙絵・挿絵はそのほとんどをサン

トリー時代からの友人である柳原良平が担当している。競馬・将棋・野球

についても造詣が深く、『草競馬流浪記』『山口瞳血涙十番勝負』『草野

球必勝法』などの著書もある。かつては「大日本酒乱之会会員」を自称し

ていたこともあった。平成７年（1995）肺がんの悪化により67歳で没。 

 久間瀬巳之助 昭和25年（1950）トリスバーの第１号店「どん底」を東

京池袋で開店した人物。佐治敬三は自伝『へんこつなんこつ 私の履歴

書』のなかで、「昭和25年のこと、東京池袋の久間瀬巳之助さんから一つ

の貴重なご提案をいただいた。『私はスタンドバーをやりたい。しかもト

リスハイボール１本。おつまみも塩まめだけ。均一価格70円』という画期

的な試みであった。ウイスキーを純粋に楽しんでいただく、当時の日本に

はなかった素晴らしい発想であった。早速『もろ手を挙げて賛成です。ど

んなお手伝いでもいたしますから』。これが戦後史を飾るトリス時代の幕

開けだったのである」と書いている。 

 

神奈川との関わり 

 昭和17年（1942）大船の第一海軍燃料廠に海軍技術士官として勤務。 

終戦まで鎌倉に在住。 
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§文献案内 

著作 

『洋酒天国 世界の酒の探訪記』佐治敬三著 文藝春秋新社 1960〈Y、K〉 

『新洋酒天国 世界の酒の旅』佐治敬三著 文藝春秋 1975〈Y、K〉 

『へんこつなんこつ 私の履歴書』佐治敬三著 日本経済新聞社 1994〈K〉 

『自然薯 佐治玄
げん

鳥
ちょう

句集』佐治玄鳥著 角川書店 1995〈未所蔵〉 

『仙翁花 佐治玄鳥句集』佐治玄鳥著 朝日新聞社 1998〈未所蔵〉 

社史 

『サントリーのすべて（企業の現代史40）』 フジ・インターナショナ

ル・コンサルタント出版部 1965〈K〉 

『サントリーの70年』サン・アド編 サントリー 1969〈Y、K〉 

「Ⅰ やってみなはれ」「Ⅱ みとくんなはれ」の２冊組。 

『日々に新たに サントリー百年誌』 サントリー 1999〈K〉 

壽屋からサントリーへの疾風怒涛の100年を記録にとどめ、そこに流れる精神

を次代の社員に引き継ぐのを目的として編纂されており、特に若い人向けに101

のテーマで展開し、ビジュアルで読みやすい、目で知るサントリーの100年史と

なっている。 

伝記文献 

『新しきこと面白きこと サントリー・佐治敬三伝』廣澤昌著 文藝春秋 

 2006〈Y、K〉 

本稿・人物データファイルの主体典拠。 

『佐治敬三 挑戦の哲学』海藤守著 ＰＨＰ研究所 1983〈K〉 

『おもろいやないか 佐治敬三とサントリー文化』片山修著 集英社 

 2000〈K〉 

『佐治敬三追想録』 サントリー 2000〈K〉 

＜佐久間ひろみ＞ 
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流通革命の旗手 

中内
なかうち

 㓛
いさお

（1922－2005）  

ダイエー 

 

 

§人物データファイル 

出生 

大正 11年（1922）８月２日、大阪府西成郡（現・大阪市此花区）で父秀

雄、母リエの間に、４人兄弟の長男として生まれる。父は大阪薬学専門学

校（現・大阪大学薬学部）を卒業後、鈴木商店のせっけん工場で勤務する

が、大恐慌の折に退社し、㓛の祖父栄が経営する山縣
やまがた

眼科で薬剤師として

働いていた。 

生い立ち 

 大正 15年（1926）、父秀雄の「サカエ薬局」開業に伴い一家で神戸市に

転居する。生活は豊かではなかったが、夜中や正月でも客が来れば対応す

る父の姿から商売の基本を教えられる。昭和３年（1928）入江尋常小学校

に入学。この頃にはすでに放課後家業の手伝いをするようになっていた。

県立第三神戸中学校（神戸三中）進学後は海外雄飛を夢見て技術者を志す

が、数学が苦手であったため貿易業に志望を変え、昭和 14年（1939）県立

神戸高等商業学校（現・兵庫県立大学）に入学する。しかし会計や簿記に

は興味を示さず、俳句や文学に没頭した。第二次世界大戦開戦により昭和

16年（1941）12月に繰り上げ卒業となった後、神戸商業大学（現・神戸大

学）を受験するが不合格であったため、昭和 17年（1942）４月に日本綿花

株式会社（現・ニチメン）に入社する。 

実業家以前 

 昭和 18年（1943）１月に召集され、陸軍二等兵としてソ連・満州（中国

東北部）国境に配属される。翌年７月にフィリピンのルソン島に転属とな

り、激しい飢餓と敵の攻撃にさらされ全身を負傷しながら敗戦を迎える。

『流通革命は終わらない 
私の履歴書』より 
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この時に経験した、強い人間不信の中でも他人を信じなければ生きられな

いという人間存在の矛盾と食への渇望が、その後の生き方に大きな影響を

与えることになる。 

実業家時代 

２ヵ月余りの収容所生活を経て昭和 20 年（1945）11 月に復員し、父が

経営している薬局を手伝いながら神戸三宮の闇市でブローカーをはじめる。

また、夜は神戸経済大学（現・神戸大学）に通って新憲法や経営学を学ん

だ。昭和 23年（1948）には三宮のガード下に、父の友人である井生
い せ い

春夫と

「友愛薬局」を開店し、薬の安売りを始める。昭和 26年（1951）父が会長、

弟の博が社長を務める薬品現金問屋「サカエ薬品」に移り、徹底したディ

スカウント商法を展開する。 

昭和 32年（1957）「大栄薬品工業株式会社」を設立、同年９月、千
せん

林
ばやし

駅

前に「主婦の店ダイエー薬局」を開店。当初はドラッグストアとして薬・

化粧品の安売りを専門に考えていたが、他店との差別化を図るために菓子

や缶詰等の食品を扱ったところ売り上げが大きくのびたため、スーパー 

マーケットへと転換していった。翌 33年（1958）には神戸三宮店を開店し、

チェーン化への第一歩を踏み出す。さらに次の年には拡大移転して衣料

品・日用品・精肉の取り扱いを始め、売り場面積900坪の本格的なスーパー

マーケット第１号として注目された。そしてセルフサービス方式と圧倒的

な安さを武器に、魚、青果、家庭電気製品など消費者のニーズに応えた幅

広い商品を扱う総合スーパーマーケットへと成長していく。 

昭和 37年（1962）には日本スーパーマーケット協会代表として全米スー

パーマーケット協会 25周年記念式典に出席し、ケネディ大統領が大会に寄

せた「スーパーマーケットがアメリカの豊かな消費生活を支えている」と

のメッセージに深く感銘を受ける。これを契機にナショナルチェーンスト

アを目指して兵庫県西宮市に物流センター兼本部を設置、昭和 38年（1963）

には九州へ、翌 39年（1964）には東京へも進出する。その後も合併や新規

出店を積極的におこない、昭和 53年（1978）には全都道府県への出店を果

たす。また、一つの地域にある違うタイプの店を消費者が必要に応じて選



中内㓛 261 

 

べるようにする「コングロマーチャント」を目指し、大型ショッピングセ

ンター建設をはじめとしてコンビニエンスストア、ディスカウントストア、

紳士服や本などの専門店、百貨店、ホテル、さらには雑誌の出版、外食産

業、レジャー産業などへも事業を展開していく。 

創業当初から既成概念にとらわれず「よいものをどんどん安く、より豊

かな社会を」をモットーに徹底した安売りをおこない、高度経済成長に伴

う物価高騰時や石油ショックの際も「物価値上げ阻止運動」を展開した。

値引き販売をめぐっては問屋や松下電器産業、花王石鹸などの大手メー 

カーの反発も強く、仕入れに苦労することもたびたびであったが、中内は

「商品の価格は消費者が決めるもの」という主張を曲げず、公正取引委員

会や国会の特別委員会に訴えるなど徹底的に戦った。また、ナショナルブ

ランドと同等の品質でより安価なプライベート・ブランド製品の開発に取

り組むことでメーカーの独占・寡占市場を切り崩していった。 

順調に売り上げを伸ばしたダイエーは、昭和 46年（1971）には大阪証券

取引所第二部に、次いで 47年（1972）には東京証券取引所第一部に株式上

場を果たす。また創業 15年目に売り上げが３千億円を超え、三越を上回っ

て小売業日本一となる。 

昭和 57年（1982）中内は株式会社ダイエー代表取締役会長兼社長に就任

する。昭和 58年（1983）に３期連続連結赤字を出したが、日本楽器製造（現・

ヤマハ株式会社）元社長の河島博を迎えて業績を回復させ、昭和 60 年

（1985）には小売業初の売上高１兆円を達成する。通産省（当時）からリ

ッカーの再建支援、リクルートの江副浩正会長（当時）からリクルートの

会長就任の要請を受けるなどその勢いは広く認められ、経済団体連合会副

会長、日本チェーンストア協会会長も務めた。 

平成７年（1995）阪神・淡路大震災の際は迅速な救援体制を展開し、一

部の便乗値上げに対して物価の安定に貢献した。しかしながら神戸にあっ

たダイエー７店舗のうち４店舗が全壊するなど被害は甚大で、バブルの崩

壊とあわせてその後の業績悪化の原因となった。 

平成９年（1997）持ち株会社ダイエーホールディングコーポレーション
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を設立しＣＥＯに就任、その後ダイエー代表取締役会長、ダイエー取締役

最高顧問を歴任する。また、天津にある中国南開大学の客員教授も務めた。 

政治との関わり 

昭和 59年（1984）から３年間、中曽根康弘首相（当時）の諮問機関「臨

時教育審議会」の委員を務め、「個性主義」を主張した。 

社会・文化貢献 

「遊び」が経済の発展につながるとしてスポーツ振興に力を注いだ。「大

阪女子マラソン」（のちに「大阪国際女子マラソン」）には昭和 57年（1982）

の第１回から第 20回まで協賛している。社内には女子バレーボール部や陸

上競技部が設立され、実業団リーグ等で活躍した。また、昭和 63年（1988）

には南海ホークスを買収して福岡ダイエーホークスを発足させ、福岡に 

ドーム球場やツインタワーを建設して地方振興にも貢献した。 

昭和 63年（1988）流通科学大学を神戸市に創立し、自身の経営理念を後

代に伝えるとともに海外からの留学生も積極的に受け入れている。 

晩年 

平成13年（2001）ダイエー取締役を退任、ファウンダー（創業者）となっ

て経営から退き、翌年にはグループ企業の全役職から退任する。その後は

流通科学大学の理事長に専念していたが、平成 17年（2005）８月 26日に

脳梗塞で倒れ、意識が戻らないまま９月 19日に神戸市立中央病院で亡くな

る。享年 83歳。中内家の菩提寺である大阪市此花区の正蓮寺
しょうれんじ

で近親者だけ

の密葬をおこなった後、本葬は流通科学大学での学葬として 11月３日にお

こなわれた。墓所は正蓮寺で、商売の手本であった父とともに眠っている。 

 

関係人物 

中内栄 㓛の祖父。中内家は戦国大名の長曾我部氏の流れを汲む土佐の

郷士で、江戸時代には土佐藩主・山内家の典医だった。栄は現在の高知県

高岡郡の漁村を出て大阪の医学校を卒業し、神戸で眼科医となった。㓛の

父秀雄は郷里の縁戚からの養子であるが、その後生まれた２人の息子は栄

の跡を継いで医者になっている。「大栄」「ダイエー」の社名は大阪の「大」
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にこの祖父の名である「栄」をつけたものである。また、㓛の父や弟も「サ

カエ薬局」や「サカエ薬品」「スーパーサカエ」等、この名を商号にしてい

る。 

上田照雄 枝肉商・上照商会の社長。三宮店開店時、直売方式による牛

肉の安売りを計画した㓛に枝肉商たちが反発する中、ただ一人枝肉を提供

したことから生涯を通しての盟友となる。沖縄に「ナハ・ミート・プロセ

ス」を設立する際にも協力している。 

河島博 46歳の若さで日本楽器製造（現・ヤマハ株式会社）の第５代社

長に就任し過去最高の経常利益を達成するが、会長であった川上源一との

方針の相違により解任される。昭和 57年（1982）ダイエーの副社長に就任

し、３期連続連結赤字の後に業績をＶ字に回復させた通称「Ｖ革」を推進

した。昭和 62年（1987）リッカーの管財人社長に就任。平成元年（1989）

から同９年（1997）までダイエーの副会長を務める。 

エピソード 

仕事の都合で見合いをすっぽかしたり新婚旅行先で取引の打ち合わせを

したりなど仕事優先の生活だったが、かなりの家族思いで、後年、子ども

たちと遊んでやれなかったと涙ぐんでいたという。部下に対しても、激し

く叱責する一方でやさしく励ます人情深い面も持ち合わせていた。 

79 歳で慶應大学の経済学部（通信制）に入学、82歳で車の免許を取得、

シルクロード 4000キロの冒険旅行など、晩年になってもその好奇心は衰え

なかった。 

死亡当時はダイエー再建のために自宅が差し押さえられていたので、遺

体は菩提寺の正蓮寺に直接運ばれた。 

キーワード 

流通革命 昭和 37年（1962）に中央公論社から刊行された林周二（当時

東京大学経済学部助教授）の著書名に使用されて広まった語。チェーン展

開による物流のシステム化とマスマーチャンダイジングによって流通コス

トを引き下げ、メーカー主導の価格設定、商品提供のあり方を崩していく

取り組み。 
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価格破壊 中内をモデルとした城山三郎の経済小説の題名として使用さ

れ、それ以降ディスカウント商法を説明する際によく使われるようになっ

た語。 

神奈川との関わり 

 神奈川県へのダイエーグループ進出は、昭和 46年（1971）の鶴見店、戸

塚店を皮切りに、ダイエー、マルエツほかビッグボーイなどの専門店が各

地に展開された。現在はダイエー、グルメシティなどが県内に 62店舗ある。 

 横浜市戸塚区にあった横浜ドリームランドは、昭和63年（1988）から平

成 13年（2001）までダイエーグループが経営にかかわっていた。その後閉

園、売却し、跡地は横浜薬科大学と横浜市営の公園墓地・野球場等となっ

ている。 

 現在の横浜市長・林文子は、平成 17年（2005）から３年間、代表取締役

会長兼ＣＥＯ（ＣＥＯ制廃止後は代表取締役会長）、代表取締役副社長を歴

任してダイエーの再建に尽力した。 

 

§文献案内 

著作 

『わが安売り哲学』中内㓛著 日本経済新聞社 1969〈未所蔵〉 

19版を重ねるベストセラーとなり昭和 40年代の第２次流通革命をリードした

が、経済界の長老・三鬼陽之助に「経営者が本を書くとその内容に縛られて経営

判断が鈍くなる」と諭されて自ら絶版にした。のちに中内の３周忌とダイエー創

業 50周年を記念して、平成 19年（2007）に千倉書房より復刊された。 

『流通革命は終わらない 私の履歴書』中内㓛著 日本経済新聞社 2000 

 〈Y、K〉 

日本経済新聞に連載した文章を再構成し、資料等を加えたもの。当時の写真や

統計も豊富に掲載されており、時代背景もよくわかる資料である。 

社史 

『For the customers ダイエーグループ 35年の記録』ダイエー社史編纂

室編 アシーネ 1992〈K〉 
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松下電器産業 209,210,211,212,213, 

261 

松下飛行機 209 

松竹
まつたけ

合名会社（松竹合名社） 129,130 

丸三商会 89,91 

丸三麦酒 49,89 

丸善 70,274 

満州重工業開発（満業） 148,152 

御木本金細工工場 40 

御木本真珠店 40 

御木本製薬 41 

みずほ銀行 11 

三井銀行 20,70,75,97,113,116 

三井物産 20,147,164,280 

三菱重工業 164,166,167 

三菱商会 20 

南満州鉄道（満鉄） 97,152 

箕面有馬電気軌道 113,114,116,117 

武蔵電気鉄道 155 

武蔵野鉄道 182 

目黒蒲田電鉄 13,155,156,158 

 

〈や・ら・わ行〉 

安田銀行 276 

安田保善社 276 

矢作工業 91 

八幡製鉄所 63,147 

有隣堂 289 

横浜為替会社 97,269,270,273 

横浜生糸改会社 269,270 

横浜興信銀行 97,98 

横浜正金銀行 13 

横浜舎密研究所 97 

横浜鉄道 50 

横浜電気鉄道 52,276 

横浜ドリームランド 264 

読売新聞社 171,172,173,174 

よみうりランド 173,174 

理化学研究所 11,32,84 

リクルート 261 

リッカー 261,263 

労働科学研究所 →倉敷労働科学研究所 
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写 真 出 典 一 覧 

 

 氏 名 写 真 出 典 

渋沢 栄一 渋沢栄一記念財団HP（渋沢史料館より提供） 

浅野 総一郎 
『浅野セメント沿革史』和田壽次郎編輯 淺野セメント 1940 

巻頭資料 

高峰 譲吉 
『高峰譲吉の生涯 アドレナリン発見の真実』飯沼和正・菅野富夫

著 朝日新聞社 2000 ｐ258（高岡市立美術館より提供） 

御木本 幸吉 MIKIMOTO HP（株式会社ミキモトより提供） 

根津 嘉一郎 根津美術館 HP（根津美術館より提供） 

大橋 新太郎 『大橋圖書館四十年史』坪谷善四郎著 博文館 1942 巻頭資料 

郷 誠之助 『男爵郷誠之助君伝』 郷男爵記念会 1943 巻頭資料 

武藤 山治 『私の身の上話』武藤山治著 武藤金太 1934 口絵 

鈴木 三郎助 『鈴木三郎助伝』 故鈴木三郎助君伝記編纂会 1932 巻頭資料 

福沢 桃介 
『福澤桃介翁傳』大西理平編 福沢桃介翁伝記編纂所（大同電力内）

1939 口絵 

原 富太郎 『横濱興信銀行三十年史』 横浜興信銀行 1950 巻頭資料 

相馬愛蔵・黒光 新宿中村屋 HP（株式会社中村屋より提供） 

小林 一三 『東京電燈株式会社開業五十年史』 東京電燈 1936 巻頭資料 

小平 浪平 『重工業王 小平浪平』加浪晒三著 龍崖社 1939 口絵 

大谷 竹次郎 松竹株式会社より提供 

大原 孫三郎 
『大原社会問題研究所五十年史』法政大学大原社会問題研究所編 

法政大学大原社会問題研究所 1971 口絵 

鮎川 義介 
『私の考え方』鮎川義介述、友田寿一郎編 ダイヤモンド社 1954 

口絵 

五島 慶太 『東京横浜電鉄沿革史』 東京急行電鉄 1943 巻頭資料 

中島 知久平 『犬養内閣』 犬養内閣編集所 1932 閣僚肖像写真より 

正力 松太郎 『讀賣新聞 八十年史』読売新聞社編 読売新聞社 1955 口絵 

堤 康次郎 西武ホールディングスより提供 

石橋 正二郎 財団法人石橋財団HP（株式会社ブリヂストンより提供） 

豊田 喜一郎 
『トヨタ自動車２０年史』トヨタ自動車工業株式会社社史編集委員

会編 トヨタ自動車工業 1958 元役員写真より 
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 氏 名 写 真 出 典 

松下 幸之助 
『松下電器産業株式会社 創業三十五年史』 松下電器産業 1953 

口絵 

本田 宗一郎 『Honda 50 years ホンダ 50年史』 八重洲出版 1998 ｐ253 

土光 敏夫 株式会社ＩＨＩ提供 

井深 大 公益財団法人ソニー教育財団 HP（ソニー株式会社より提供） 

安藤 百福 日清食品株式会社より提供 

佐治 敬三 『佐治敬三追想録』 サントリー 2000 口絵 

中内 㓛 
『流通革命は終わらない 私の履歴書』中内㓛著 日本経済新聞社 

2000 ｐ11 
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